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▼
「
文
明
は

生
き
物
で
あ

る
」

―
ゲ
ノ

ム
研
究
の
第
一

人
者
・
中
村
桂

子
氏
の
こ
と
ば

で
あ
る
。
自
然

科
学
分
野
の
対
象
は
普
遍
性
を
、

社
会
科
学
・
人
文
科
学
分
野
で

は
特
殊
性
、
多
様
性
を
重
視
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別
し
て
把

握
す
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
し

か
し
ゲ
ノ
ム
の
も
つ
普
遍
性
と

多
様
性
に
根
ざ
し
た
知
見
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
人
類

学
や
社
会
学
の
分
野
で
の
歴
史

的
検
証
や
そ
の
将
来
の
方
向
性

が
み
え
て
く
る
の
は
興
味
深

い
。
▼
生
き
物
は
環
境
に
応
じ

て
「
情
報
」「
物
質
」「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
や
り
取
り
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
調
整
し
、
ゲ
ノ
ム
の
柔

軟
な
力
で
複
雑
多
様
な
生
命
現

象
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
発
展
形
を

人
間
社
会
に
お
け
る
文
明
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

▼
古
代
の
哲
学
者
が
求
め
た
知

の
追
及
は
、
西
洋
科
学
文
明
を

育
ん
だ
。
し
か
し
近
代
文
明
社

会
に
お
い
て
、
効
率
性
の
追

求
、
な
ら
び
に
構
造
と
機
能
の

明
確
化
を
選
択
し
て
き
た
結
果
、

人
類
共
通
の
問
題
を
も
生
み
出

す
こ
と
と
な
っ
た
。
人
々
は
地

球
環
境
の
破
壊
、
資
源
枯
渇
と

い
っ
た
問
題
の
み
な
ら
ず
、
テ

ロ
や
戦
争
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
人
類
が
招
い

た
自
然
環
境
と
社
会
環
境
の
、

す
な
わ
ち
「
情
報
」「
物
質
」「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
の
不
均
衡
性
の
具

現
で
あ
る
。
▼
二
十
一
世
紀
に

入
り
、
い
ま
一
度
「
知
」
の
探
究

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
と

き
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
東
京
理
科
大
学
が
、

自
然
現
象
と
社
会
現
象
の
相
克

を
幅
広
く
視
野
に
い
れ
た
地
球

市
民
の
た
め
の
サ
イ
エ
ン
ス
の

追
求
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
こ
と
を
願
う
。
　
（
Ｎ
・
Ｅ
）

２
面

平
成
14
年
度
決
算
報
告
／
館
内
禁
煙
に
つ
い
て
／

Ｌ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
大
学
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

３
面

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
／
薬
剤
師
国
家

試
験
結
果
／
米
Ｓ
Ｕ
Ｎ
社
と
Ｃ
Ｏ
Ｅ
契
約
　
ほ
か

４
面

長
万
部
研
修
バ
ス
事
故
総
括
／
薬
学
講
座
　
ほ
か

５
面

山
口
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

６
面
「
理
大
・
人
」／
神
楽
坂
の
事
務
室
移
転
　
ほ
か

記
念
式
典
で
式
辞
を
述
べ
る
塚
本
理
事
長

鏡
開
き
を
す
る
左
か
ら
中
西
日
本
薬
剤
師
会
会
長
、

塚
本
理
事
長
、
野
口
本
学
特
別
顧
問
、
藤
井
日
本
病

院
薬
剤
師
会
顧
問
（
参
議
院
議
員
）、
岡
村
学
長

創立40周年 
新校舎竣工 
創立40周年 
新校舎竣工 薬学部 薬学部 盛

大
に
記
念
式
典 

五
月
三
十
一
日（
土
）、
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
薬
学
部

新
校
舎
で
「
薬
学
部
創
立
四
十
周
年
・
新
校
舎
竣
工

記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
た
。
式
典
に
は
、
来
賓
百

五
十
一
人
を
含
む
約
二
百
五
十
人
の
出
席
者
が
あ

り
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
私
立
大
学

協
会
、
日
本
私
立
薬
科
大
学
協
会
、
日
本
薬
学
会
か

ら
の
祝
辞
の
ほ
か
、
武
田
薬
学
部
長
か
ら
新
生
薬
学

部
の
研
究
内
容
と
各
種
施
設
に
つ
い
て
の
説
明
等
が

行
わ
れ
た
。

ま
た
、
式
典
に
引
き
続
き
、
本
学
の
特
別
顧
問
で

理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の

伊
藤
正
男
氏
に
よ
る
「
脳
科
学
が
予
見
す
る
未
来
社

会
の
姿
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
来
賓
を

は
じ
め
薬
学
部
の
学
生
も
多
数
聴
講
し
、
熱
心
に
聞

き
入
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

今
回
の
薬
学
部
移
転
は
社
会
的
注
目
度
も
高
く
、

式
典
に
先
だ
ち
五
月
二
十
日
に
神
楽
坂
校
舎
で
行
わ

れ
た
理
事
長
、
学
長
、
薬
学
部
長
に
よ
る
記
者
会
見

に
は
、
新
聞
社
六
社
を
含
む
十
九
社
、
五
月
二
十
六

日
の
野
田
校
舎
で
行
わ
れ
た
、
見
学
会
を
兼
ね
た
薬

学
部
長
に
よ
る
会
見
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
新
聞
社
を
含

む
十
四
社
が
参
加
。
五
月
三
十
一
日
の
式
典
当
日
に

も
、
八
社
の
記
者
が
式
典
開
始
前
の
施
設
見
学
会
お

よ
び
式
典
の
取
材
を
行
い
、
本
学
薬
学
部
の
移
転
に

関
す
る
報
道
が
行
わ
れ
た
。

六
月
十
二
日
、
十
三
日
に
神

楽
坂
校
舎
の
自
衛
消
防
訓
練
が

行
わ
れ
、
十
三
日
に
は
岡
村
学

長
が
「
一
日
消
防
署
長
」
と
し

て
参
加
し
た
＝
写
真
左
。

訓
練
は
毎
年
こ
の
時
期
に
牛

込
消
防
署
の
協
力
を
得
て
実
施

し
て
お
り
、
牛
込
消
防
署
か
ら

の
要
請
を
受
け
て
、
今
回
、
学

長
が
一
日
消
防
署
長
の
役
割
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

笹
岡
牛
込
消
防
署
長
か
ら
委

岡村学長が１日消防署長 

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
２
号

館
実
験
室
の
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
。
危
険
物
品
の
防
災
点

検
な
ど
を
行
っ
た
。
続
い
て
、

訓
練
参
加
者
と
共
に
１
号
館
駐

車
場
に
移
動
。
は
し
ご
車
で
１

号
館
七
階
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
人

を
救
出
す
る
避
難
訓
練
を
視
察

し
た
。
ま
た
、
消
防
隊
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
放
水
消
火
訓
練
で

は
、
岡
村
学
長
が
は
し
ご
車
バ

ス
ケ
ッ
ト
に
乗
り
込
み
、
放
水

の
号
令
を
か
け
た
。

最
後
に
、
岡
村
学
長
と
牛
込

消
防
署
長
か
ら
講
評
が
あ
り
、

無
事
に
訓
練
が
終
了
し
た
。

２００４ 大学案内　完成！ 

①本学ホームページ 
http://www.tus.ac.jp/admis/nyushij/seido/siryou/index.html 

②FAX 03-5228-8093（入試センター） 
※住所、氏名、電話、高校名と希望する案内名を記入の 
　こと。 

＜お問い合わせ　入試センター 03-5228-8092＞ 

2004年版大学案内・第二部案内が完成しま
した。入手ご希望の方は、入試センターまた
は各キャンパス事務室に申し出ていただくか、
以下の方法でお申し込みください。 

本
学
大
健
闘 

本
年
度
国
家
公
務
員
試
験 

Ⅰ
種
35
人
合
格
、私
大
３
位 

Ⅰ
種
35
人
合
格
、私
大
３
位 

人
事
院
は
六
月
二
十
七
日
、

平
成
十
五
年
度
国
家
公
務
員
採

用
Ⅰ
種
試
験
の
合
格
者
を
発
表

し
た
。
申
込
者
数
三
万
一
九
一

一
人
（
前
年
度
三
万
七
一
六
三

人
）
に
対
し
、
合
格
者
数
は
一

七
五
〇
人
と
な
り
、
前
年
度
よ

り
一
三
五
人
（
八
・
四
％
）
多

い
結
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
採
用
予
定
人
員
（
約

六
八
〇
人
）
の
二
・
六
倍
で
あ

り
、
面
接
重
視
を
掲
げ
た
「
公

務
員
制
度
改
革
大
綱
」
を
受
け
、

採
用
予
定
人
員
の
二
倍
程
度
だ

っ
た
合
格
者
数
を
二
・
五
倍
に

し
た
前
年
と
比
べ
、
わ
ず
か
に

増
加
し
た
。

ま
た
、
私
立
大
学
出
身
者
数

は
四
〇
五
人
（
前
年
度
三
七
七

人
）、
女
性
の
合
格
者
数
は
二

六
四
人
（
同
二
三
五
人
）
で
、
と

も
に
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

本
学
の
合
格
者
数
は
前
年
度
よ

り
九
人
増
の
三
五
人
と
な
り
、

七
年
ぶ
り
に
三
〇
人
の
大
台
を

突
破
し
た
。
本
年
度
の
本
学
か

ら
の
申
込
者
数
が
約
一
割
減
少

す
る
中
で
の
こ
の
結
果
は
大
い

に
喜
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
更

に
、
大
学
別
順
位
で
は
全
国
の

国
公
私
立
大
学
中
十
二
位
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
三
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
し
た
。
私
立
大
学
中
で
は
、

早
稲
田
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学

に
つ
い
で
三
位
と
な
り
、
大
い

に
健
闘
し
た
と
い
え
よ
う
。

理
工
系
区
分
の
学
部
別
合
格

者
の
割
合
を
見
る
と
、
全
国
平

均
で
は
、
学
部
生
（
含
む
卒
業

生
）
が
二
六
・
一
％
、
大
学
院

生
（
含
む
修
了
生
）
七
三
・

七
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
学

で
は
学
部
生
が
五
一
・
四
％

（
三
五
人
中
一
八
人
）
と
極
め

て
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

は
、
司
法
試
験
な
ど
と
並
び
最

難
関
の
国
家
試
験
の
一
つ
で
あ

る
が
、
本
学
学
生
な
ら
ば
だ
れ

に
で
も
合
格
す
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
今
後
と
も
積
極
的
な

受
験
を
期
待
し
た
い
。

本
学
で
は
次
年
度
に
向
け
、

十
月
か
ら
公
務
員
希
望
者
ガ
イ

ダ
ン
ス
・
公
務
員
試
験
対
策
講

座
・
模
擬
試
験
・
省
庁
説
明

会
・
地
方
公
務
員
説
明
会
な
ど

を
随
時
開
催
し
、
年
間
を
通
し

て
公
務
員
希
望
者
を
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。
公
務
員
希
望
者

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
進
路

を
希
望
す
る
学
生
も
選
択
の
幅

を
広
げ
る
意
味
で
こ
れ
ら
の
支

援
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。
公
務
員
試
験
の
合
格

は
、
早
め
の
対
策
を
立
て
計
画

的
に
取
り
組
め
ば
、
決
し
て
困

難
で
は
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
就
職
資
料
室
に
は
数

多
く
の
資
料
を
揃
え
、
相
談
に

も
随
時
応
じ
て
い
る
の
で
積
極

的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

東 京 大 学  ４８８ 
京 都 大 学  ２００ 
早稲田大学  １１８ 
慶應義塾大学 ８２ 
東 北 大 学  ７５ 
九 州 大 学  ６３ 
北海道大学  ５７ 
東京工業大学 ５０ 

一 橋 大 学  

４８ 名古屋大学  
４７ 大 阪 大 学  
３６ 

神 戸 大 学  
３５ 

中 央 大 学  

３４ 

筑 波 大 学  

３１ 

東京理科大学 

２９ 
立命館大学  

２８ 東京農工大学 
２７ 

千 葉 大 学  
２０ 

横浜国立大学 

１４ 

明 治 大 学  
１２ 岡 山 大 学  
１２ 

同志社大学  

１１ 

　 
順位 大　学　名 合格 

者数 

平成１５年度 
●国家公務員採用Ⅰ種試験● 
大学別最終合格者数 

＊は私立大学を表す 
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一
、
消
費
収
支
計
算
書

平
成
十
四
年
度
消
費
収
入

は
、
予
算
比
二
一
億
九
万
円
増

の
二
六
一
億
五
四
〇
六
万
円
で

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
消
費
支
出

は
、
予
算
比
一
億
一
五
四
四
万

円
減
の
二
六
九
億
八
六
二
七
万

円
で
あ
り
、
こ
の
結
果
、
八
億

三
二
二
二
万
円
の
支
出
超
過
と

な
っ
た
。
前
年
度
繰
越
消
費
支

出
超
過
額
四
億
四
〇
三
九
万
円

に
今
年
度
の
消
費
支
出
超
過
額

を
加
え
て
、
翌
年
度
繰
越
消
費

支
出
超
過
額
は
、
一
二
億
七
二

六
〇
万
円
と
な
る
。

二
、
資
金
収
支
計
算
書

平
成
十
四
年
度
資
金
収
入

は
、
予
算
比
一
六
億
五
三
八
〇

万
円
増
の
四
三
八
億
八
三
九
八

万
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
前
年
度

繰
越
支
払
資
金
三
八
八
億
八
五

二
五
万
円
を
加
え
て
、
収
入
の

部
合
計
は
、
八
二
七
億
六
九
二

二
万
円
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
資
金
支
出

は
、
予
算
比
一
億
二
一
四
一
万

円
増
の
四
〇
六
億
四
二
四
三
万
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平
成
14
年
度
　

決
算
報
告 
平
成
14
年
度
　

決
算
報
告 

学
校
法
人 

東
京
理
科
大
学 

円
で
あ
っ
た
の
で
、
次
年
度
繰

越
支
払
資
金
は
予
算
比
一
五
億

三
二
三
九
万
円
増
の
四
二
一
億

二
六
八
〇
万
円
と
な
り
、
支
出

の
部
合
計
は
、
八
二
七
億
六
九

二
二
万
円
で
あ
る
。

三
、
貸
借
対
照
表

平
成
十
四
年
度
末
の
資
産
の

部
合
計
は
、
前
年
度
末
比
五
八

億
七
七
六
六
万
円
増
の
一
四
七

六
億
二
七
八
七
万
円
で
あ
る
。

ま
た
、
負
債
の
部
合
計
は
、

前
年
度
末
比
一
三
億
三
二
三
一

万
円
減
の
二
三
九
億
九
〇
七
〇

万
円
で
あ
る
。

基
本
金
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
比
八
〇
億
四
二
一
八
万
円

増
の
一
二
四
九
億
九
七
七
万
円

で
あ
る
。

消
費
収
支
差
額
の
部
合
計
は
、

翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額

が
一
二
億
七
二
六
〇
万
円
で
あ
る
。

（
詳
細
は
、http://w

w
w
.tus.ac.

jp/info/sutinfo/kessan.htm
l

）

平成１４年度　資金収支計算書 
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異 

収
入
の
部 

支
出
の
部 

平成１４年度　消費収支計算書 
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異 

消
費
収
入
の
部 

消
費
支
出
の
部 

科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減 

貸 借 対 照 表  平成１５年３月３１日 

（ ） 自　平成１４年４月１日 
至　平成１５年３月３１日 

 ２４,６８６,９７３,０４８ 
１,７５３,８７０,６５０ 
２６７,７０７,３４８ 
５,４２５,７２５,５３４ 
１３７,２７５,８５３ 
４３９,１０５,５０６ 
９４１,１３０,６６５ 

１５,８５０,８０８,４０７ 
１０,８５１,４９５,５３６ 
１６,４７０,１１７,０２２ 
３８,８８５,２４７,０５４ 
８２,７６９,２２２,５７９ 
１４,４９２,３２０,３２０ 
６,６５４,４５２,８９８ 
１,５３８,８６０,９７０ 
７１,０３８,０６２ 
３２３,３５０,０００ 
８,８１０,２４９,４０２ 
３,２２８,０９５,９４１ 
３,８０９,３８６,８５３ 
３,０２７,６６２,１４９ 

 
 

１,３１２,９９１,４１９ 
４２,１２６,７９７,４０３ 
８２,７６９,２２２,５７９ 

学生生徒等納付金収入 
手数料収入 
寄付金収入 
補助金収入 
資産運用収入 
事業収入 
雑収入 
前受金収入 
その他の収入 
資金収入調整勘定 
前年度繰越支払資金 
収入の部合計 
人件費支出 
教育研究経費支出 
管理経費支出 
借入金等利息支出 
借入金等返済支出 
施設関係支出 
設備関係支出 
資産運用支出 
その他の支出 
〔予　備　費〕 
 
資金支出調整勘定 
次年度繰越支払資金 
支出の部合計 

２０１,１３３,０４８ 
９５,６３２,６５０ 
１０１,１４９,６５２ 
４３９,０４９,５３４ 
６,４１８,１４７ 

１１８,０９５,４９４ 
４０１,２８０,６６５ 
７５,２２８,４０７ 
８４６,９１１,５３６ 
１７９,７６９,０２２ 

 
１,６５３,８０３,５２５ 
８,９８６,６８０ 
１,５０６,８９８ 

３５５,９０７,０３０ 
６２ 
０ 

６６７,９８２,４０２ 
１３,１９２,０５９ 
７６２,３８６,８５３ 
１８２,４７３,８５１ 

 
０ 

７４９,９０３,４１９ 
１,５３２,３９０,３４９ 
１,６５３,８０３,５２５ 

２４,４８５,８４０,０００ 
１,６５８,２３８,０００ 
３６８,８５７,０００ 
４,９８６,６７６,０００ 
１４３,６９４,０００ 
５５７,２０１,０００ 
５３９,８５０,０００ 

１５,７７５,５８０,０００ 
１０,００４,５８４,０００ 
１６,２９０,３４８,０００ 
３８,８８５,２４７,０５４ 
８１,１１５,４１９,０５４ 
１４,５０１,３０７,０００ 
６,６５２,９４６,０００ 
１,８９４,７６８,０００ 
７１,０３８,０００ 
３２３,３５０,０００ 
８,１４２,２６７,０００ 
３,２４１,２８８,０００ 
３,０４７,０００,０００ 
３,２１０,１３６,０００ 
（３００,０００,０００） 

０ 
５６３,０８８,０００ 

４０,５９４,４０７,０５４ 
８１,１１５,４１９,０５４ 

（単位：円） 

（ ） 自　平成１４年４月１日 
至　平成１５年３月３１日 

 ２４,６８６,９７３,０４８ 
１,７５３,８７０,６５０ 
８１２,０１７,６１２ 
５,４２５,７２５,５３４ 
１３７,２７５,８５３ 
４３９,１０５,５０６ 
９４１,２７５,８６５ 

３４,１９６,２４４,０６８ 
８,０４２,１８４,９９３ 
２６,１５４,０５９,０７５ 
１４,４５５,１２４,０００ 
１０,４６８,０２７,６７９ 
１,６２６,８１４,００２ 
７１,０３８,０６２ 
３６２,０１８,６４９ 
３,２５２,０００ 

 
 

２６,９８６,２７４,３９２ 
８３２,２１５,３１７ 
４４０,３８７,４５４ 
１,２７２,６０２,７７１ 

学生生徒等納付金 
手数料 
寄付金 
補助金 
資産運用収入 
事業収入 
雑収入 
帰属収入合計 
基本金組入額合計 
消費収入の部合計 
人件費 
教育研究経費 
管理経費 
借入金等利息 
資産処分差額 
徴収不能引当金繰入額 
〔予　備　費〕 
 
消費支出の部合計 
当年度消費支出超過額 
前年度繰越消費支出超過額 
翌年度繰越費支出超過額 

２０１,１３３,０４８ 
９５,６３２,６５０ 
１２８,９６６,６１２ 
４３９,０４９,５３４ 
６,４１８,１４７ 

１１８,０９５,４９４ 
４０１,４２５,８６５ 
１,１４１,７２４,０６８ 
９５８,３６９,００７ 
２,１００,０９３,０７５ 
４６,１８３,０００ 
２２２,３３８,６７９ 
３５６,８６８,９９８ 

６２ 
３６２,０１８,６４９ 
３,２５２,０００ 

 
３００,０００,０００ 
１１５,４４２,６０８ 

２４,４８５,８４０,０００ 
１,６５８,２３８,０００ 
６８３,０２１,０００ 
４,９８６,６７６,０００ 
１４３,６９４,０００ 
５５７,２０１,０００ 
５３９,８５０,０００ 

３３,０５４,５２０,０００ 
９,０００,５５４,０００ 
２４,０５３,９６６,０００ 
１４,５０１,３０７,０００ 
１０,２４５,６８９,０００ 
１,９８３,６８３,０００ 
７１,０３８,０００ 

０ 
０ 
（０） 

３００,０００,０００ 
２７,１０１,７１７,０００ 
３,０４７,７５１,０００ 
４４０,３８７,４５４ 
３,４８８,１３８,４５４ 

（単位：円） 

 １０１,２２０,９０２,１４６ 
８０,４４０,１５２,３２２ 
２０,７８０,７４９,８２４ 
４０,５２９,３０７,３３６ 
１４１,７５０,２０９,４８２ 
６,３６７,７１５,６２６ 
１８,９５５,２９２,９１１ 
２５,３２３,００８,５３７ 
１０３,８６６,５８８,３９９ 
１１,２００,０００,０００ 
１００,０００,０００ 
１,７０１,０００,０００ 

１１６,８６７,５８８,３９９ 
４４０,３８７,４５４ 

 
１４１,７５０,２０９,４８２ 

固定資産 
　有形固定資産 
　その他の固定資産 
流動資産 
 
固定負債 
流動負債 

 
第１号基本金 
第２号基本金 
第３号基本金 
第４号基本金 

 
 
 

３,３２０,１０２,４９０ 
８,３３２,３１０,１０４ 
５,０１２,２０７,６１４ 
２,５５７,５５４,０５８ 
５,８７７,６５６,５４８ 
６６３,０７６,６０１ 
６６９,２３６,５２７ 
１,３３２,３１３,１２８ 
１０,７４２,１８４,９９３ 
２,７００,０００,０００ 

０ 
０ 

８,０４２,１８４,９９３ 
８３２,２１５,３１７ 

 
５,８７７,６５６,５４８ 

１０４,５４１,００４,６３６ 
８８,７７２,４６２,４２６ 
１５,７６８,５４２,２１０ 
４３,０８６,８６１,３９４ 
１４７,６２７,８６６,０３０ 
５,７０４,６３９,０２５ 
１８,２８６,０５６,３８４ 
２３,９９０,６９５,４０９ 
１１４,６０８,７７３,３９２ 
８,５００,０００,０００ 
１００,０００,０００ 
１,７０１,０００,０００ 

１２４,９０９,７７３,３９２ 
１,２７２,６０２,７７１ 

 
１４７,６２７,８６６,０３０ 

（単位：円） 

資産の部合計  

負債の部合計  

基本金の部合計  
消費収支差額の部合計 
負債の部、基本金の部 
および消費収支差額の部合計 

△
△
　
△ 
　 
 
△ 
△
△ 
 
 
△ 
 
△ 
 
△ 
 
△ 
 
△ 
 
 
 
 
△ 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
 
 

△ 
△ 
△ 
△ 
 
 
△ 
△ 
△ 
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△ 
 
△ 
△ 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
 

 
 
△ 
 
 
△ 
△ 
△ 
 
△ 
 
 
 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
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平
成
十
五
年
五
月
一
日
よ

り
、
健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
不

特
定
多
数
の
利
用
す
る
公
共
施

設
や
職
場
で
は
原
則
禁
煙
を
目

指
し
、
施
設
の
管
理
者
は
受
動

喫
煙
（
他
人
の
煙
草
の
煙
を
吸

う
こ
と
）
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

煙
草
の
煙
の
中
に
は
、
人
体

に
有
害
な
数
百
種
類
の
化
学
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
有
害
物
質
は
喫
煙
者
本
人
が

吸
い
込
む
「
主
流
煙
」
よ
り
、

空
気
中
に
漂
う
「
副
流
煙
」
に

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
学
生
や
教
職
員

の
皆
さ
ん
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
健
康
で
安
全
に
過
ご
せ

る
よ
う
、
喫
煙
対
策
を
は
じ
め

積
極
的
に
環
境
改
善
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
野
田
・
久
喜
・
長

万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
内
は

原
則
禁
煙
で
、
屋
外
の
指
定
場

所
で
の
み
喫
煙
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

大
学
施
設
内
の
全
面
禁
煙
に

向
け
て
受
動
喫
煙
の
害
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

館
内
禁
煙 

館
内
禁
煙 

の
お
知
ら
せ 

最新の研究成果　次々  最新の研究成果　次々  
ルイ・パストゥール大学と 
「シンポジウム2003」開く 

東
京
理
科
大
学
と
仏
ル
イ
・

パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
大
学
と
の
十
二

年
間
に
わ
た
る
学
術
交
流
を
記

念
し
て
「
東
京
理
科
大
学
―
ル

イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
大
学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
３
―
物
質
と

生
命
の
科
学
」（
主
催
：
東
京
理

科
大
学
、
後
援
：
フ
ラ
ン
ス
大

ラ
ン
ス
大
使
館
関
係
者
ら
が
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流

を
深
め
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成

功
は
、
今
後
の
両
大
学
の
学
術

交
流
の
一
層
の
進
展
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
日
仏
両
国
の

友
好
と
文
化
交
流
推
進
に
も
貢

献
す
る
好
機
と
も
な
っ
た
。

二
日
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
つ
つ
が
な
く
終
え
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
期
間
中
に

は
、
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
や
在
日

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
お
け
る
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
岡
村
学

長
、
塚
本
理
事
長
、
本
学
講
演

者
や
関
係
者
と
、
ル
イ
・
パ
ス

ト
ゥ
ー
ル
大
学
の
講
演
者
、
フ

分
野
に
わ
た
り
最
新
の
研
究
成

果
を
発
表
し
た
。
本
学
か
ら
は
、

公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
講
演
者

の
発
表
も
あ
り
、
ま
た
若
手
研

究
者
の
中
か
ら
は
、
大
学
院
博

士
課
程
の
小
笠
原
よ
う
子
さ
ん

（
理
工
応
生
）
と
古
宮
祐
子
さ

ん
（
基
礎
工
生
工
）
の
発
表
も

あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
全

て
英
語
で
お
こ
な
わ
れ
、
活
発

な
討
論
が
な
さ
れ
た
。

討
論
で
は
、
発
表
内
容
と
は

異
な
る
分
野
か
ら
の
発
言
も
多

く
、
近
年
の
学
術
研
究
の
特
徴
で

あ
る
学
際
性
を
象
徴
す
る
盛
況

ぶ
り
で
、
講
演
予
定
時
間
を
超
え

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

初
代
「
ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー

ル
大
学
と
の
学
術
交
流
委
員

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
多
岐
に
わ
た 

　
る
最
新
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
た 

　
パ
ー
テ
ィ
ー
で
歓
談
す
る
左
か
ら 

　
上
村
教
授
、岡
村
学
長
、吉
田
教
授 

使
館
）
が
、
六
月
五
日

（
木
）、
六
日（
金
）
の
両

日
、
本
学
森
戸
記
念
館
で

開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
本

学
教
員
、
大
学
院
生
な
ど

延
べ
二
百
四
十
人
に
の
ぼ

っ
た
。

岡
村
学
長
と
、
ル
イ
・

パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
大
学
の
ベ

ル
ナ
ー
ル
・
エ
レ
ス
マ
ン

副
学
長
の
挨
拶
で
開
会
。

ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
大

学
か
ら
八
人
、
本
学
か
ら

十
四
人
計
二
十
二
人
の
研

究
者
が
、
合
成
化
学
、
材

料
科
学
、
生
命
科
学
、
認

識
を
中
心
と
す
る
多
岐
の

夏休みなどに利用できる附属施設 

谷
川
山
荘 

長
万
部
学
寮 

学
生
研
修 

セ
ン
タ
ー 

諏
訪
セ
ミ
ナ
ー 

ハ
　
ウ
　
ス 

館
　
　
山 

研
修
所 

場　　所 施設 収容人数 利用対象 申し込み期間 申し込み先 料　　　金 備　　　考 特　　　色 

長 万 部  
キャンパス 

諏 訪  
キャンパス 

千 葉 県  
館 山 市  

野 田  
キャンパス 

在 学 生  
教 職 員  

在 学 生  
教 職 員  

在 学 生  
教 職 員  

在 学 生  
教 職 員 と  
家 族  
維 持 会 員  

利用希望日の
前々月の１日か
ら利用日の２日
前まで 

利用希望日の  
２ヵ月前から休暇
に入る日の７日 
前まで 

１４０人 

７１人 

８４人 

１００人 

群 馬 県  
利 根 郡  
水 上 町  

在 学 生  
教 職 員 と  
家 族  

４０人 

（神楽坂）学　生　課 
（野　田）学　生　課 
（長万部）庶　務　係 
（久　喜）庶　務　係 
（山　口）庶　務　課 
（諏　訪）庶　務　課 

（神楽坂）学　生　課 
（野　田）学　生　課 
（長万部）庶　務　係 
（久　喜）庶　務　係 
（山　口）庶　務　課 
（諏　訪）庶　務　課 

（神楽坂）学　生　課 
（野　田）学　生　課 
（長万部）庶　務　係 
（久　喜）庶　務　係 
（山　口）庶　務　課 
（諏　訪）庶　務　課 

（神楽坂）学　生　課 
（野　田）学　生　課 
（長万部）庶　務　係 
（久　喜）庶　務　係 
（山　口）庶　務　課 
（諏　訪）庶　務　課 

８／２４～９／１４は利用不
可 
車の乗り入れは原則禁止 

房総半島最南端に位置
し、テニス、海水浴、釣
りが楽しめる 

記念自然公園、体育施
設が隣接している 

谷川岳の麓に位置し、
四季折々のスポーツが
楽しめる 

白樺・蓼科高原まで車
で２０分程度。四季折々
のスポーツが楽しめる。
体育館、グラウンド、テ
ニスコートがある 

内浦湾を一望でき、体
育館、エソール会館、グ
ラウンド、テニスコート、
ゴルフ練習場がある 

食事は学生食堂を利用
できる 

８/１～９/１５の利用につい
ては抽選を行う 
抽選の受付は６/１７～６/２４ 
（土日を除く） 

（神楽坂）管 財 一 課 
（野　田）管 財 二 課 
（長万部）庶　務　係 
（久　喜）庶　務　係 
（山　口）庶　務　課 
（諏　訪）庶　務　課 

使用料（１泊） ５００円 
シーツ代 ２５０円 
浴衣代 １５０円 

使用料（１泊２食） 
　在学生 ３,０００円 
　教職員 ３,３００円 
　教職員の家族・維持会員 ４,３００円 
　小人（３歳～小学生） ２,５００円 

使用料（１泊・自炊） 
　６/１～９/３０ ２００円 
　１０/１～５/３１ ３００円 
シーツ代 ２００円 

管理費（１泊） １,０００円 
朝　食 ３５０円 
昼　食 ５００円 
夕　食 ６５０円 

使用料（１泊）  
　在学生 ７００円 
　教職員 １,０００円 

　８／３～９／２１ 
１２／１４～１／１３ 
　２／２２～３／１０ 

８／１５～１８、１２／２９～１／３を除く 

（ ） 
利
用
可
能
日 

会
」
委
員
長
で
あ
る
上
村
洸
教

授
（
本
学
顧
問
・
理
一
応
物
）

に
よ
る
総
括
の
後
、
吉
田
充
輝

教
授
（
東
京
理
科
大
学
と
外
国

の
大
学
等
と
の
学
術
交
流
委
員

会
委
員
長
・
基
礎
工
生
工
）
と

ピ
エ
ー
ル
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
、

ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
大
学
教

授
に
よ
る
閉
会
の
辞
が
あ
り
、



（ 3 ） 2003年（平成15年） ７月８日（火） 東　京　理　科　大　学　報 第 1 4 9号

科
学
研
究
費
補
助
金
（
以
下

「
科
研
費
」）
は
、
我
が
国
の
学

術
を
振
興
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
独
創

的
・
先
駆
的
な
研
究
を
格
段
に

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
助
成
費
で
、
我
が
国
の
研
究

基
盤
を
形
成
す
る
た
め
の
基
幹

的
研
究
費
で
あ
り
、
競
争
的
研

採
択
158
件 
採
択
158
件 

平
成
15
年
度
文
部
科
学
省 

科
学
研
究
費
補
助
金 

究
資
金
の
中
核
と
し
て
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
科
学
研
究
費
補
助

金
は
厳
し
い
日
本
経
済
の
状
況

に
も
係
わ
ら
ず
、
対
前
年
度
六

十
二
億
円
増
（
三
・
六
％
増
）

の
千
七
百
六
十
五
億
円
を
計
上

（
文
部
科
学
省
発
表
）
し
、
国
の

積
極
的
な
学
術
研
究
の
奨
励
に

対
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。

本
学
も
、
昨
年
の
十
一
月
に

文
部
科
学
省
及
び
日
本
学
術
振

興
会
へ
研
究
計
画
調
書
を
提
出

し
、
そ
の
後
審
査
を
経
て
、
今

回
の
交
付
内
定
通
知
を
受
け
た

（
別
表
参
照
）。
本
学
に
お
け
る

今
年
度
の
科
研
費
の
交
付
内
定

件
数
は
、
昨
年
度
と
同
程
度
で

あ
っ
た
。
研
究
種
目
別
に
見
る

と
、
新
規
に
基
盤
研
究
（
Ｓ
）

が
採
択
を
受
け
、
ま
た
基
盤
研

究
（
Ｂ
）、
萌
芽
研
究
及
び
若

手
研
究
Ｂ
が
昨
年
度
に
比
べ
若

干
の
採
択
増
に
な
っ
て
お
り
、

全
国
の
私
立
大
学
中
、
昨
年
度

と
同
様
に
４
番
目
の
配
分
額
を

受
け
て
い
る
。

こ
の
科
研
費
の
交
付
状
況
は

各
研
究
機
関
の
研
究
活
動
水
準

や
研
究
成
果
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
研
究
業
績
を
高
め
る
た
め

に
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
若

手
教
員
を
中
心
と
し
た
研
究
活

動
の
一
層
の
活
性
化
及
び
、
独

創
的
な
研
究
分
野
の
創
出
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
採
択
件
数
及

び
採
択
率
を
さ
ら
に
上
げ
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

な
お
、
科
研
費
に
関
連
し
て

昨
今
、
公
的
研
究
資
金
に
係
る

教
員
等
の
不
正
使
用
が
、
社
会

的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
研
究
者
一
人
一
人
の
モ
ラ

ル
が
問
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も

科
研
費
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

社
会
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
こ

と
の
無
い
よ
う
、
適
正
な
経
理

管
理
が
要
求
さ
れ
る
。

私立大学の採択件数・配分額（上位１５校） 

※単位千円 

５３９ 
３７３ 
３２４ 
１５８ 
１８２ 
１８２ 
１６２ 
１４３ 
１０５ 
１７０ 
１１０ 
１５１ 
１４４ 
１２１ 
１４８ 

１,９６１,９４０ 
１,００７,３２０ 
６４８,３２０ 
５０５,９４０ 
３９５,３６０ 
３９１,４２０ 
３６７,８１０ 
３１８,４５０ 
３１４,２２０ 
３０６,０４０ 
２７９,３８０ 
２７１,９３０ 
２６６,７００ 
２５８,３００ 
２５５,１００ 

慶 應 義 塾 大 学  
早 稲 田 大 学  
日 本 大 学  
東 京 理 科 大 学  
北 里 大 学  
東 海 大 学  
立 命 館 大 学  
昭 和 大 学  
順 天 堂 大 学  
東京女子医科大学 
関 西 大 学  
近 畿 大 学  
日 本 医 科 大 学  
自 治 医 科 大 学  
久 留 米 大 学  

●　平成１５年度　科学研究費補助金　● 

大　　学　　名 採　択 
件　数 

配　分　額 
新卒合格者163人　14位 
第88回　薬剤師 
国 家 試 験  

第８８回薬剤師国家試験 
大学別合格率（上位１５大学） ● ● 

全体 
順位 大　学　名 

新　卒 総　数 
合格率 
（%） 

合格率 
（%） 

福 岡 大 学  
東京薬科大学 
明治薬科大学  
北 里 大 学  
近 畿 大 学  
北海道医療大学 
共立薬科大学 
星 薬 科 大 学  
昭和薬科大学  
東 邦 大 学  
摂 南 大 学  
昭 和 大 学  
北海道薬科大学
東京理科大学  
神戸薬科大学 

８９．４２ 
８７．４１ 
８７．６７ 
８３．６９ 
９０．５１ 
８３．４３ 
８９．３８ 
８５．９９ 
８７．７６ 
８６．７９ 
８６．７９ 
８９．１３ 
８９．８０ 
８４．９１ 
８５．８０ 

９７．０７ 
９５．９４ 
９５．８９ 
９３．９５ 
９３．７１ 
９３．６５ 
９３．６２ 
９３．１７ 
９２．４８ 
９２．０２ 
９１．７７ 
９１．７５ 
９１．３８ 
９１．０６ 
９０．６５ 

第
八
十
八
回
薬
剤
師
国
家
試

験
の
合
格
者
が
厚
生
労
働
省
医

薬
局
か
ら
四
月
二
十
三
日
に
発

表
さ
れ
、
全
国
で
八
千
八
百
二

人
（
昨
年
度
九
千
九
人
）
が
合

格
し
た
。
本
学
薬
学
部
の
合
格

者
は
、
新
卒
者
百
七
十
九
人
中

百
六
十
三
人
、
既
卒
者
三
十
三

人
中
十
七
人
で
あ
っ
た
。

本
学
の
新
卒
者
合
格
率
は
九

一
・
一
％
で
、
全
国
の
私
立
大

学
薬
学
部
・
薬
科
大
学
二
十
九

校
中
十
四
位
、
国
公
立
を
含
め

た
全
四
十
六
校
中
十
七
位
で
あ

っ
た
。

薬
剤
師
国
家
試
験
で
は
基
礎

薬
学
六
十
問
、
衛
生
薬
学
四
十

問
、
薬
事
関
係
法
規
・
制
度
二

十
問
、
医
療
薬
学
百
二
十
問
の

全
二
百
四
十
問
が
出
題
さ
れ
る

が
、
医
療
薬
学
の
中
で
特
に
病

院
・
保
健
薬
局
の
実
務
を
重
視

し
て
出
題
さ
れ
る
傾
向
が
年
々

強
く
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
も

同
様
で
あ
っ
た
。
本
学
薬
学
部

で
は
、
例
年
四
年
次
の
十
月
か

ら
一
月
末
に
か
け
て
、
国
試
科

目
に
つ
い
て
の
特
別
講
義
・
演

習
（
全
八
十
四
コ
マ
）
や
業
者

に
よ
る
模
擬
試
験
を
実
施
し

て
、
薬
剤
師
国
家
試
験
に
対
応

し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
卒
業

研
究
も
全
員
必
修
と
な
っ
て
い

る
。
四
年
次
ま
で
に
充
分
な
基

礎
学
力
の
つ
い
て
い
な
い
学
生

が
短
期
間
に
こ
れ
ら
を
消
化
す

る
の
は
厳
し
く
、
そ
の
救
援
策

の
成
否
が
合
格
率
に
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
こ

れ
ら
の
学
生
を
対
象
に
基
礎
学

力
を
つ
け
る
た
め
の
補
修
講
義

を
開
講
し
た
。
こ
の
他
に
従
来

か
ら
、
一
部
の
教
員
の
協
力
の

も
と
夏
期
休
暇
中
の
九
月
に
も

補
習
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

学
生
に
は
四
年
次
ま
で
に
充

分
な
基
礎
学
力
を
つ
け
て
お
く

の
は
も
ち
ろ
ん
、
国
家
試
験
を

受
験
し
て
薬
剤
師
の
ラ
イ
セ
ン

ス
を
取
る
こ
と
の
意
義
や
価
値

を
早
く
か
ら
自
覚
し
、
病
院
や

薬
局
の
実
務
実
習
も
積
極
的
に

履
修
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

＊

一
年
間
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
特
別
講
義
実
施
委
員
会
委
員

を
は
じ
め
、
特
別
講
義
や
補
習

授
業
を
担
当
さ
れ
た
諸
先
生
方

並
び
に
関
係
各
位
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
薬
学
部
教
授
・
薬
学
特
別
講
義

実
施
委
員
長
・
鈴
木
　
潤
三
）

本
学
は
、
来
年
四
月
の
開
設

に
向
け
て
技
術
経
営（
Ｍ
Ｏ
Ｔ:

M
anagem

ent
of
T
ech

nology

）
を
学
べ
る
専
門
職

大
学
院
「
総
合
科
学
技
術
経
営

研
究
科
」
の
設
置
申
請
手
続
を

行
っ
た
。

対
象
は
、
大
学
ま
た
は
大
学

院
を
卒
業
、
修
了
し
た
技
術
者
、

と
り
わ
け
十
年
程
度
の
キ
ャ
リ

ア
を
も
つ
三
十
歳
代
の
社
会
人

で
あ
る
。
彼
ら
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
教
育
を
行
い
、
経
営
の
視
点

を
も
っ
て
技
術
開
発
や
商
品
開

発
の
で
き
る
人
材
に
育
成
す
る

こ
と
を
目
標
と
す
る
。
一
学
年

の
定
員
は
五
十
人
で
、
夜
間
二

年
間
コ
ー
ス
と
、
昼
間
一
年
間

コ
ー
ス
を
設
け
る
。

現
在
の
日
本
は
、
技
術
革
新

に
よ
り
、
高
い
生
産
性
と
国
際

競
争
力
を
持
つ
産
業
の
育
成
、

ま
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス

テ
ム
を
国
内
に
構
築
し
て
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
へ
転
換
す
る
こ

と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
総
合
科
学
技

術
経
営
研
究
科
は
、
本
学
が
築

き
上
げ
て
き
た
理
学
と
工
学
を

基
礎
と
す
る
総
合
科
学
技
術
の

研
究
成
果
を
基
に
、
技
術
の
市

場
化
、
事
業
化
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
技
術
者
を
養
成
す
る
技

術
経
営
教
育
を
新
た
に
行
い
、

総
合
科
学
技
術
と
経
営
の
実
践

的
な
融
合
を
目
指
す
。

修
了
後
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
つ
ま
り

「
経
営
の
わ
か
る
幹
部
技
術
者
」

や
、
将
来
的
に
は
企
業
の
技
術

戦
略
を
立
案
す
る
最
高
技
術
責

任
者
（
Ｃ
Ｔ
Ｏ:C

h
ie
f-

T
echnology

O
fficer

）

に
成
長
す
る
可
能
性
も
持
つ
。

そ
の
他
、
起
業
家
を
め
ざ
す

人
、
経
営
・
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
弁
理
士
、
Ｔ
Ｌ
Ｏ
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
タ
、
官
公
庁
の
政
策

立
案
者
な
ど
が
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
。

今
後
、
文
部
科
学
省
で
審
査

が
行
わ
れ
、
十
二
月
に
認
可
の

予
定
で
あ
る
。

五
月
二
十
九
日（
木
）、
森
戸

記
念
館
で
「
同
窓
高
等
学
校
長

懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
、
現
職
の
同
窓
高
等
学
校

長
三
十
二
人
と
同
窓
教
育
関
係

者
の
組
織
で
あ
る
教
育
会
か
ら

二
人
を
迎
え
、
本
学
か
ら
は
塚

本
理
事
長
、
岡
村
、
土
谷
、
重

倉
の
三
大
学
長
、
東
京
理
科
大

学
の
各
学
部
長
、
教
育
実
習
指

導
関
係
者
等
の
教
職
員
が
出
席

し
た
。

冒
頭
、
塚
本
理
事
長
よ
り
本

学
の
現
状
と
将
来
計
画
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
岡
村
学
長
か

ら
は
教
育
実
習
等
で
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
お

礼
と
、
将
来
の
教
育
界
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
卒
業
生
を
輩
出

す
る
こ
と
へ
の
決
意
が
述
べ
ら

れ
た
。
引
き
続
き
高
等
学
校
長

を
代
表
し
て
、
新
潟
県
立
長
岡

大
手
高
等
学
校
の
田
村
仁
校
長

（
昭
四
四
理
一
・
化
学
科
卒
）

か
ら
「
ゲ
ノ
ム
関
係
の
大
規
模

な
構
想
等
母
校
の
飛
躍
的
展
開

を
頼
も
し
く
感
じ
る
」
と
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

会
場
を
移
し
て
の
懇
親
会

は
、
情
報
交
換
や
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
、
終
始
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
高
等
学
校

及
び
大
学
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
を
理
解
し
、
問
題
点
や
要

望
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見

が
交
換
で
き
る
こ
と
か
ら
、
大

変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

総
合
　
経
営
研
究
科
　
　

開
設
へ 

科
学 

技
術 

設
置
申
請
　

技
術
経
営
専
門
職
大
学
院 

（ＭＯＴ） 

同
窓
高
等
学
校
長
懇
談
会
開
く 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
拠
点
」
に

選
定
し
、
総
合
的
か
つ
重
点
的

に
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
機
器
「
共
焦
点
レ

ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
顕
微
鏡
Ｌ
Ｓ

Ｍ
５
１
０
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ(

六
千
五

百
四
十
八
万
八
千
五
百
円
）」

等
を
購
入
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
。

◇
産
学
連
携
研
究
推
進
事
業

▽
「
三
次
元
ナ
ノ
構
造
量
産
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
＝
研
究
組
織
名

：
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
／

研
究
代
表
者
：
山
本
学
・
基
礎

工
学
研
究
科
教
授

こ
の
事
業
は
、
私
立
大
学
の

大
学
院
研
究
科
、
研
究
所
の
中

か
ら
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
地

域
企
業
等
と
の
有
機
的
な
連
携

の
下
で
産
学
共
同
研
究
を
行
う

研
究
組
織
を
「
産
学
連
携
研
究

推
進
拠
点
」
に
選
定
し
、
総
合

的
か
つ
重
点
的
に
支
援
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
機

器
「
三
次
元
モ
ー
ル
ド
用
電
子

ビ
ー
ム
描
画
装
置
（
三
千
六
百

六
十
九
万
七
千
五
百
円
）」
等

を
購
入
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
る
。

し
て
、
セ
ン
タ
ー
で
行
う
多
く
の
研
究
に

利
用
し
て
き
た
。
今
回
、
そ
の
計
算
手
法

を
使
い
、
多
く
の
デ
ー
タ
、
例
え
ば
、
バ

イ
オ
デ
ー
タ
か
ら
の
知
識
発
見
と
い
う

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
と
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ

マ
テ
ッ
ク
ス
の
研
究
提
案
と
成
果
が
評

価
さ
れ
て
、
こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
選
定
さ
れ
た
。

こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
締
結
に
よ
り
、
今
後
、

産
学
協
同
研
究
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
発
表

機
会
な
ど
の
具
体
的
活
動
を
通
じ
て
、

本
学
に
と
っ
て
も
成
果
・
利
点
が
期
待

さ
れ
る
。
ま
た
、
サ
ン
の
ユ
ー
ザ
導
入

成
功
事
例
と
し
て
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

日
本
の
み
な
ら
ず
、
全
世
界
に
配
布
さ

れ
、
海
外
か
ら
も
セ
ン
タ
ー
の
研
究
が

注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

態
形
成
研
究
）

（2）
植
物
生
命
工

学
（
新
機
能
開
拓
研
究
、
植
物

機
能
制
御
研
究
、
生
理
活
性
利

用
研
究
）」
＝
研
究
組
織
名
：

再
生
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
／
研

究
代
表
者
：
友
岡
康
弘
・
基
礎

工
学
研
究
科
教
授

こ
の
事
業
は
、
私
立
大
学
の

大
学
院
・
研
究
所
の
中
か
ら
、

優
れ
た
研
究
業
績
を
あ
げ
、
将

来
の
研
究
発
展
が
期
待
さ
れ
る

卓
越
し
た
研
究
組
織
を
「
学
術

学
連
携
研
究
推
進
事
業
」
に
構

想
調
書
を
提
出
し
て
い
た
東
京

理
科
大
学
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
二
件
が
、
本
年
四
月
に
選
定

を
受
け
た
。

◇
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進

事
業

▽
「

（1）
細
胞
制
御
工
学

（
細
胞
制
御
研
究
、
器
官
・
形

平
成
十
五
年
度
文
部
科
学
省

の
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化

推
進
事
業
に
基
づ
く
「
学
術
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」「
産

東
京
理
科
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
溝
口
文
雄
理
工
学

部
、
経
営
工
学
科
教
授
）
が
米
国
サ

ン
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ

（Sun
C
enter

of
E
xcellence

）

に
選
定
さ
れ
、
そ
の
契
約
を
平
成
十
五

年
三
月
二
十
六
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
締
結
し
、
認
定
証
を
受
賞
し
た
。

こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
は
、
サ
ン
・
マ
イ
ク

ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
が
科
学
技
術
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
学
術
教
育
分
野
に
お

い
て
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
機
関
（
大
学
、
教
育
研
究
機
関
な

ど
）
と
締
結
す
る
戦
略
的
提
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
こ
と
で
あ
り
、
最
近
で
は
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
、

南
デ
ン
マ
ー
ク
大
学
な
ど
世
界
各
国
数

十
の
大
学
が
こ
の
契
約
を
結
ん
で
お
り
、

日
本
で
は
初
め
て
の
選
定
で
あ
り
、Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
Ｓ
Ｕ
Ｒ（Shared

U
niversity

R
elation

）
も
獲
得
し
て
い
る
大
学

は
世
界
で
も
そ
れ
ほ
ど
数
が
多
く
な

く
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
限

ら
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
リ
ソ

ー
ス
を
有
効
活
用
す
る
技
術
と
し
て
、

グ
リ
ッ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
注

目
し
て
き
た
。
グ
リ
ッ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
経
由
し
て
数
十
万
に
及
ぶ
多
数

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
つ
な
い
で
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
超
え
る
性
能
を
引

き
出
し
、
膨
大
な
量
の
計
算
に
対
応
す

る
手
法
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
が
日
常
的
に
活
用
で
き
る
概
念
（
＝

「G
rid
for
E
veryday

T
hings

」）

を
提
案
し
て
、
グ
リ
ッ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

米
サ
ン
　
　
社
と
Ｃ
Ｏ
Ｅ
契
約 

マ
イ
ク
ロ 

シ
ス
テ
ム
ズ 

日
本
初
　

本
学
情
報
メ
デ
ィ
ア 

セ
ン 

タ
ー 

●　本学教員の平成１５年度科学研究費補助金応募状況　● 
区　分 合　計 特定領域 

研　　究 
基盤研究
（S） 

基盤研究
（A） 

基盤研究
（B） 

基盤研究
（C） 

萌　　芽 
研　　究 

若手研究 
（A） 

区　分 合　計 特定領域
研　　究 

特別推進 
研　　究 

基盤研究
（Ｓ） 

基盤研究
（A） 

基盤研究
（B） 

基盤研究
（C） 

萌 芽  
研 究  

若手研究 
（B） 

若手研究 
（B） 

申
請
件
数 

採
択
件
数 

採
択
率
％ 

平　成 
１４年度 

平　成 
１５年度 

新規 
継続 
計 
新規 
継続 
計 
新規 
計 

３９ 
８ 
４７ 
８ 
８ 
１６ 
２０．５ 
３４．０ 

３ 
０ 
３ 
１ 
０ 
１ 
３３．３ 
３３．３ 

６ 
２ 
８ 
０ 
２ 
２ 
０ 
２５．０ 

５５ 
１３ 
６８ 
１０ 
１３ 
２３ 
１８．１ 
３３．８ 

１０ 
０ 
１０ 
０ 
０ 
０ 
０ 
０ 

７８ 
２４ 
１０２ 
２３ 
２４ 
４７ 
２９．４ 
４６．０ 

３５３ 
９３ 
４４６ 
６４ 
９３ 
１５７ 
１８．１ 
３５．２ 

１１１ 
４３ 
１５４ 
１８ 
４３ 
６１ 
１６．２ 
３９．６ 

５０ 
３ 
５３ 
４ 
３ 
７ 
８．０ 
１３．２ 

（２１） 
９２，１００ 

１ 
０ 
１ 
－ 
０ 
－ 
－ 
－ 

（０） 
０ 

（３） 
４７，８４０ 

（２５） 
８６，７００ 

（６３） 
９５，５００ 

（３） 
５，７００ 

（４３） 
５７，４００ 

（１５８） 
３８５，２４０ 

（２） 
２９，６４０ 

（１６） 
７１，５００ 

（１） 
３２，５００ 

（２３） 
１０８，０００ 

（６１） 
７７，７００ 

（７） 
１１，５００ 

（４７） 
６４，６００ 

（１５７） 
３９５，４４０ 

［注］①数字は交付内定件数（カッコ内）と金額（単位：千円）　②「学術創成研究費」の採択金額は１１０,５００千円（直接経費：
８５,０００千円、間接経費：２５,５００千円）である　③表以外に、山口東京理科大学５件１１,２００千円、諏訪東京理科大学２件
２,９００千円が内定している　④基盤研究（Ｓ）、基盤研究（Ａ）については間接経費を含んでいる　⑤平成１４年度につい
ては決定通知に基づく 

［注］①ほかに「学術創成研究費」が１件継続で採択されている　②「特別推進研究」については現在審査中 

本
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
件
　

選
定 

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
産
学
連
携
研
究
各
推
進
事
業 

神
楽
坂 

神
楽
坂 

新
生
　
　
　
祝
賀
パ
レ
ー
ド 

５月20日（火）、神楽坂通りの新歩
道と新街路灯の完成を記念する祝賀
パレード（主催：神楽坂通り商店街）
が行われた＝写真。テープカットで
式典がスタート。パレードの先頭を
行く芸妓のお姐さん方が記念の「神
楽坂オリジナルてぬぐい」を配り、
大勢の観客がわれ先に集まる場面も
あった。
神楽坂では、新宿区の「街並み環
境整備事業」の一環として歩道と街
路灯を改修、電線が地下に埋設され、
電柱の代わりに新しい街路灯が整備
された。石畳の小道を連想させる歩
道と、オリジナルの街路灯が、昔な
がらの街並みの残る神楽坂の新しい
魅力になっている。
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こ
の
報
告
は
、
今
後
の
事
故

時
対
策
を
考
え
る
上
で
の
参
考

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
、
把
握
で
き
た
範
囲
内
で
、

事
故
現
場
状
況
の
大
筋
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
１
号
車
乗

車
の
学
生
の
体
験
談
と
引
率
の

教
員
・
事
務
職
員
の
体
験
談
を

も
と
に
作
成
し
た
が
、
連
続
し

て
起
こ
っ
た
膨
大
な
出
来
事
を

す
べ
て
書
き
連
ね
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
枝
葉
末
節
と
判

断
し
た
こ
と
は
す
べ
て
省
略
し

て
ま
と
め
た
こ
と
を
御
了
承
願

い
た
い
。

さ
ら
に
、
同
一
体
験
を
し
て

い
る
者
の
記
憶
が
異
な
っ
て
い

る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
正
確
な

記
録
と
し
て
作
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も
重
ね
て
了
承

願
い
た
い
。
こ
こ
で
は
、
人
物

名
の
記
述
を
差
し
控
え
る
と
共

に
、
固
有
名
詞
の
記
述
も
必
要

不
可
欠
な
も
の
の
み
に
と
ど
め

た
。事

故
が
世
の
中
か
ら
な
く
な

基
礎
工
学
部
で
は
、
北
海
道

長
万
部
校
舎
に
お
い
て
全
寮
制

に
よ
り
、
第
一
学
年
の
教
養
基

礎
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
全

寮
制
教
育
の
一
環
と
し
て
、
研

幸
に
も
事
故
に
遭
遇
し
た
。
事

故
の
報
告
書
を
ま
と
め
る
段
階

で
、
事
故
直
後
に
学
生
は
、
強

固
な
友
愛
と
お
互
い
を
助
け
合

う
精
神
並
び
に
仲
間
へ
の
思
い

や
り
の
心
に
宿
す
人
間
性
に
基

づ
い
て
行
動
し
て
い
た
事
実
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
全
寮
制

教
育
の
成
果
が
図
ら
ず
も
検
証

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

事
故
に
遭
遇
し
た
者
は
学
生

四
十
四
名
と
教
職
員
二
名
で
、

大
変
残
念
な
こ
と
に
運
転
手
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
重
傷
学

生
が
帰
寮
し
た
の
は
事
故
発
生

後
八
十
九
日
目
の
退
寮
式
前
日

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
時
点

に
お
い
て
も
重
傷
を
負
っ
た
学

生
は
、
一
学
年
後
期
の
学
習
を

修
了
で
き
て
い
な
い
。
学
生
が

失
わ
れ
た
時
間
を
い
か
に
取
り

戻
す
か
解
決
策
を
模
索
し
て
い

る
。同

時
に
、
危
機
管
理
体
制
を

見
直
し
、
今
回
の
事
故
を
教
訓

と
し
て
、
今
後
に
活
か
す
検
討

を
進
め
て
い
る
。
事
故
に
臆
す

る
こ
と
な
く
、
長
万
部
校
舎
で

の
全
寮
制
教
育
の
理
念
を
想
い

起
こ
し
、
教
養
基
礎
教
育
を
充

実
さ
せ
る
の
に
今
回
の
辛
い
体

験
を
活
か
し
た
い
。

最
後
に
、
長
万
部
、
八
雲
、

森
町
を
は
じ
め
と
す
る
自
治

体
、
警
察
署
、
消
防
署
、
病
院

な
ど
の
関
係
各
位
、
さ
ら
に
、

事
故
現
場
に
お
い
て
救
助
や
避

難
場
所
を
提
供
下
さ
っ
た
地
域

の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な

り
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
。

車
乗
車
の
学
生
は
、
事
故
で
あ
る
と
直

感
し
、
不
安
と
恐
怖
を
感
じ
た
と
後
日

述
べ
て
い
る
。

１
号
車
は
、
ね
じ
れ
回
転
す
る
こ
と

な
く
前
か
ら
飛
び
込
む
よ
う
に
落
下
、

ま
ず
バ
ス
前
面
が
着
地
し
、
そ
の
あ
と

後
ろ
部
分
が
着
地
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
大
き
な
衝
撃
が
あ
っ
た
。
特
に
後

ろ
の
席
の
学
生
に
は
前
方
へ
の
大
き
な

力
が
加
わ
り
、
運
転
席
の
近
く
ま
で
投

げ
飛
ば
さ
れ
た
者
、
天
井
の
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
状
の
飾
り
に
ぶ
つ
か
っ
た
者
、
学

て
見
え
た
。
引
率
の
一
人
が
携
帯
電
話

で
一
一
〇
番
通
報
し
、
事
故
地
点
、
多

数
の
救
急
車
の
必
要
性
な
ど
を
伝
え
る

と
共
に
列
車
停
止
の
要
請
を
し
た
。
他

の
引
率
は
１
号
車
へ
救
助
へ
向
か
う
べ

く
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
道
を
探
し
て

い
た
。
結
局
、
国
道
５
号
線
を
函
館
側

へ
約
四
百
ｍ
程
戻
っ
た
と
こ
ろ
に
転
落

現
場
に
通
じ
る
作
業
道
（
以
後
、
作
業

道
と
記
述
）
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ

を
発
見
し
転
落
現
場
に
急
行
す
る
の

に
、
そ
の
あ
と
十
数
分
も
か
か
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
ま
で
、
す
ぐ
そ
こ
に
見
え

る
１
号
車
ま
で
救
助
に
行
け
な
い
も
ど

か
し
さ
に
苦
し
ん
だ
。

さ
て
、
静
寂
と
暗
闇
の
中
の
１
号
車

内
で
は
、
バ
ス
の
後
部
エ
ン
ジ
ン
か
ら

異
様
な
臭
い
が
漂
っ
て
き
て
い
た
。

「
バ
ス
は
線
路
上
に
あ
る
！
こ
こ
は
危

険
だ
！
脱
出
し
な
け
れ
ば
！
」
誰
と
も

な
く
脱
出
へ
の
動
き
が
始
ま
っ
た
。
外

も
暗
い
地
面
が
広
が
っ
て
い
た
。
窓
ガ

ラ
ス
の
い
く
つ
か
は
、
割
れ
る
こ
と
な

く
フ
レ
ー
ム
ご
と
は
ず
れ
て
い
た
。
ま

ず
軽
傷
学
生
が
フ
レ
ー
ム
ご
と
は
ず
れ

た
窓
か
ら
外
に
飛
び
降
り
た
。
バ
ス
ご

と
約
十
ｍ
転
落
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

動
け
な
い
学
生
は
五
、
六
名
で
そ
れ
以

外
の
学
生
は
自
力
で
脱
出
で
き
た
。
そ

し
て
、
軽
傷
学
生
に
よ
る
重
傷
学
生
の

救
出
が
始
ま
っ
た
。
事
故
の
衝
撃
で
、

バ
ス
側
面
下
部
分
の
扉
が
翼
の
よ
う
に

は
ね
あ
が
り
堅
く
固
定
さ
れ
た
状
態
と

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
が
便
利
な
足
場
と

な
っ
た
。
バ
ス
内
の
軽
傷
学
生
が
重
傷

学
生
を
足
か
ら
窓
の
外
に
出
し
、
そ
の

扉
に
の
っ
た
バ
ス
の
外
の
軽
傷
学
生
が

抱
き
か
か
え
て
受
け
取
っ
た
。
や
る
べ

き
こ
と
を
知
っ
た
彼
ら
の
動
き
は
慎
重

で
あ
る
と
同
時
に
手
速
か
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
に
動
く
こ
と
が
彼
ら
の

心
を
パ
ニ
ッ
ク
か
ら
守
っ
た
と
も
分
析

さ
れ
る
。
学
生
全
員
の
脱
出
に
要
し
た

時
間
は
十
分
以
内
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

脱
出
し
た
負
傷
学
生
達
は
、
安
全
を

考
え
、
バ
ス
か
ら
離
れ
た
。
重
傷
学
生

は
、
寮
友
の
軽
傷
学
生
に
抱
え
ら
れ
て

移
動
し
た
。
外
も
暗
く
、
小
雨
が
ず
っ

と
降
り
続
い
て
い
た
。
彼
ら
に
必
要
だ

っ
た
の
は
、
雨
風
を
し
の
げ
る
場
所
だ

っ
た
が
、
幸
い
に
も
近
く
の
作
業
用
具

を
収
納
す
る
た
め
の
小
屋
（
以
後
、
作

業
小
屋
と
記
述
）
の
戸
が
開
い
た
。
重

傷
学
生
を
そ
の
中
に
収
容
し
た
。
作
業

小
屋
の
中
は
真
っ
暗
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
や
っ
と
、
２
、
３
号
車
の

引
率
が
、
転
落
現
場
へ
続
く
作
業
道
を

探
し
当
て
、
転
落
現
場
お
よ
び
作
業
小

屋
に
到
着
し
た
。
１
号
車
内
を
確
か
め

る
と
同
時
に
、
学
生
全
員
の
バ
ス
か
ら

の
脱
出
・
救
出
が
完
了
し
た
こ
と
を
知

る
。
引
率
は
、
こ
の
後
、
救
急
車
を
重

傷
学
生
の
と
こ
ろ
ま
で
誘
導
す
べ
く
奔

走
す
る
。

事
故
直
前
、
１
号
車
内
は
暖
房
が
効

い
て
い
た
た
め
、
学
生
は
外
着
を
脱

ぎ
、
約
半
数
は
靴
も
脱
い
で
く
つ
ろ
い

で
い
た
。
約
半
数
は
靴
を
履
い
て
い
た

の
だ
が
、
転
落
時
の
大
き
な
衝
撃
で
靴

が
脱
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
訳

で
、
バ
ス
か
ら
脱
出
し
た
負
傷
学
生
の

ほ
と
ん
ど
は
、
外
着
も
着
ず
、
靴
も
履

い
て
い
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
外
で
は
小
雨
が
降
り
し
き

り
、
体
は
雨
水
で
ぬ
れ
て
い
き
、
冬
を

真
近
に
ひ
か
え
た
夜
の
気
温
は
耐
え
難

い
も
の
で
あ
っ
た
。

重
傷
学
生
を
収
容
し
た
作
業
小
屋
で

は
、
介
護
に
当
た
っ
た
軽
傷
学
生
が
、

マ
フ
ラ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
重
傷
学
生

の
傷
を
押
さ
え
止
血
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
一
人
は
た
だ
な
ら
ぬ
出
血
が
あ
っ

た
。
重
傷
学
生
た
ち
は
、
怪
我
の
苦
痛

よ
り
も
寒
さ
を
訴
え
た
。
重
傷
学
生
の

上
に
寮
友
の
軽
傷
学
生
が
抱
き
つ
く
よ

う
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
体
で
体
を
温
め

た
。「
暖
か
い
か
？
　
も
う
す
ぐ
救
急
車

が
来
る
か
ら
な
。
が
ん
ば
れ
！
」
と
い

う
よ
う
な
言
葉
が
作
業
小
屋
の
暗
闇
の

中
で
響
い
た
。
そ
の
と
き
、
重
傷
者
救

出
に
活
躍
し
た
軽
傷
だ
っ
た
は
ず
の
学

生
一
人
が
、
突
然
倒
れ
込
み
苦
し
み
始

め
た
。
作
業
小
屋
内
は
も
う
重
傷
学
生

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
た
め
、
作
業
小

屋
の
前
に
横
た
わ
ら
せ
る
し
か
な
か
っ

た
。
彼
の
上
に
細
か
く
冷
た
い
雨
が
降

り
続
い
た
。
皆
が
救
急
車
を
待
ち
わ
び

て
い
た
。

残
り
の
負
傷
学
生
の
多
く
は
、
作
業

道
を
歩
い
て
避
難
を
始
め
て
い
た
。
体

は
雨
に
ぬ
れ
、
寒
さ
が
彼
ら
を
襲
っ

た
。
さ
ら
に
、
靴
を
履
い
て
い
な
い
た

め
、
悪
路
の
歩
行
は
苦
痛
を
伴
う
も
の

で
あ
っ
た
。
作
業
道
を
約
四
百
ｍ
程
歩

い
て
国
道
５
号
線
に
出
た
と
こ
ろ
（
以

後
、
作
業
道
入
口
と
記
述
）
に
、
軽
傷

学
生
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ
に
救
急
車
が

到
着
。
そ
こ
の
負
傷
学
生
た
ち
は
、

「
も
っ
と
重
傷
の
者
が
こ
の
道
の
向
こ

う
に
い
ま
す
。
我
々
よ
り
先
に
彼
ら
を

収
容
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
内
容
の

こ
と
を
口
々
に
救
急
隊
員
に
告
げ
た
。

救
急
車
は
作
業
道
を
進
も
う
と
し
た

が
、
路
上
駐
車
の
車
両
が
行
く
手
を
阻

ん
で
い
た
。
救
急
車
は
し
ば
ら
く
そ
こ

で
の
立
ち
往
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

２
、
３
号
車
に
走
る
数
人
の
軽
傷
学

生
が
い
た
。
２
、
３
号
車
の
学
生
は
、

バ
ス
内
で
待
機
し
て
い
た
。
引
率
お
よ

び
バ
ス
運
転
手
は
、
二
次
災
害
防
止
を

考
え
、
彼
ら
に
バ
ス
の
外
に
出
な
い
よ

う
指
示
し
て
い
た
。
２
、
３
号
車
内
の

学
生
達
は
、
何
か
自
分
達
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
思
案
し
な
が
ら
、
窓
か

ら
緊
迫
す
る
外
の
様
子
を
見
守
っ
て
い

た
。
そ
こ
に
そ
の
軽
傷
学
生
が
た
ど
り

着
き
、
外
着
と
靴
が
た
く
さ
ん
必
要
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
２
、
３
号
車
内

の
学
生
達
は
、
進
ん
で
自
分
の
外
着
と

靴
を
提
供
し
た
。
た
く
さ
ん
の
外
着
と

靴
が
負
傷
学
生
の
と
こ
ろ
に
届
け
ら
れ

た
。
作
業
小
屋
に
も
多
く
の
外
着
と
靴

が
届
い
た
。

作
業
小
屋
で
は
、
い
ま
や
遅
し
と
救

急
車
を
待
っ
て
い
た
。
救
急
車
の
サ
イ

レ
ン
が
聞
こ
え
、
軽
傷
の
寮
友
が
重
傷

学
生
を
「
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
だ
！
も

う
少
し
だ
。
が
ん
ば
れ
！
」
と
い
う
よ

う
な
言
葉
で
励
ま
し
て
い
た
。
作
業
道

入
口
で
は
、
路
上
駐
車
車
両
の
移
動
に

手
間
取
り
、救
急
車
は
進
め
な
い
ま
ま
、

時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
っ
て
い
た
。
そ

し
て
や
っ
と
そ
の
車
が
移
動
し
、
道
が

あ
い
た
。
引
率
の
一
人
が
救
急
車
を
先

導
し
て
、
救
急
隊
員
と
共
に
作
業
小
屋

へ
向
か
っ
て
走
る
。
救
急
車
が
作
業
小

屋
に
到
着
、
最
も
重
傷
と
思
わ
れ
る
負

傷
学
生
を
収
容
す
る
。
救
急
車
は
病
院

に
向
け
て
出
発
、
軽
傷
学
生
数
人
と
引

率
二
人
が
見
送
っ
た
。「
さ
あ
、
一
秒
で

も
早
く
病
院
へ
、
一
秒
で
も
早
く
医
師

の
と
こ
ろ
へ
…
」
皆
の
思
い
は
そ
こ
に

あ
っ
た
。
そ
の
と
き
時
刻
は
午
後
八
時

八
分
、
事
故
発
生
か
ら
五
十
二
分
が
経

過
し
て
い
た
。

作
業
道
入
口
で
は
、
二
台
目
の
救
急

車
に
、
そ
こ
で
待
つ
負
傷
学
生
の
う
ち

症
状
の
重
い
数
人
が
救
急
車
に
収
容
さ

れ
、
病
院
へ
と
向
か
っ
た
。
ま
た
、
そ

こ
の
軽
微
な
負
傷
の
学
生
数
人
が
、
そ

の
近
く
に
住
む
民
家
の
申
し
出
を
受
け

て
、
倉
庫
で
暖
を
と
ら
せ
て
も
ら
い
、

そ
の
後
、
救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
さ
れ

た
。跨

線
橋
上
の
３
号
車
に
避
難
し
た
軽

傷
学
生
も
い
た
。
そ
の
軽
傷
学
生
達

も
、
そ
の
後
の
救
急
車
で
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
１
号
車
乗
車
の

学
生
は
全
員
、
救
急
車
に
よ
り
病
院
へ

と
搬
送
さ
れ
た
。

負
傷
学
生
の
救
急
車
へ
の
収
容
が
す

べ
て
終
了
し
た
後
、
一
足
先
に
現
場
を

出
発
し
た
２
号
車
を
追
い
か
け
て
、
３

号
車
が
現
場
を
後
に
し
た
。
そ
の
時
刻

は
午
後
九
時
二
十
分
、
事
故
発
生
か
ら

二
時
間
五
分
が
経
過
し
て
い
た
。
そ
の

後
２
号
車
と
３
号
車
は
合
流
し
、
長
万

部
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
帰
路
に
つ
い
た
。

＊

以
上
が
、
事
故
現
場
の
状
況

の
大
筋
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

事
故
状
況
と
負
傷
学
生
の
救

助
・
保
護
の
活
動
の
本
質
的
と

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
記
述
し

た
。
こ
こ
に
記
述
し
た
他
に
も
、

勇
気
あ
る
行
動
、
献
身
的
な
行

動
が
数
々
見
ら
れ
た
こ
と
を
付

記
し
て
お
く
。
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修
お
よ
び
見
聞
を
広
め
る
た
め

に
バ
ス
を
利
用
し
た
研
修
旅
行

が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十

四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
そ
の

研
修
旅
行
の
帰
路
に
お
い
て
不

ら
な
い
以
上
、
今
後
事
故
に
遭

遇
す
る
運
命
が
待
ち
受
け
て
い

な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ

の
報
告
が
、
事
故
に
遭
遇
し
た

場
合
の
現
場
対
応
を
考
え
る
上

で
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

＊

学
内
関
係
各
位
並
び
に
、
事

故
後
の
十
一
月
三
十
日
か
ら
十

二
月
一
日
の
お
忙
し
い
中
、
全

学
生
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
長

万
部
に
お
出
で
下
さ
っ
た
野
田

地
区
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生

方
、
負
傷
者
の
た
め
に
千
羽
鶴

を
送
っ
て
く
れ
た
学
友
諸
兄
、

尊
い
義
援
金
を
お
寄
せ
下
さ
れ

た
ご
有
志
の
方
々
に
、
学
生
と

教
職
員
あ
わ
せ
て
感
謝
の
念
を

表
し
ま
す
。

く
す
る
よ
う
な
も
の
は
何
一
つ
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
た
。
バ
ス
内
は
快
適
で
、

学
生
の
多
く
は
く
つ
ろ
い
で
い
た
。
そ

し
て
午
後
七
時
十
五
分
、
バ
ス
が
石
倉

跨
線
橋
を
通
過
中
、
対
向
走
行
の
小
型

車
が
突
然
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
超
え
て

１
号
車
の
右
前
方
に
衝
突
し
た
。
大
き

な
音
が
し
、
火
花
が
散
っ
た
。
そ
の
次

の
瞬
間
、
バ
ス
は
右
に
約
九
〇
度
旋
回

し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
突
き
破
っ
て
、

約
十
ｍ
下
の
函
館
本
線
線
路
上
に
転
落

し
た
。
こ
の
と
き
、
ほ
と
ん
ど
の
１
号

∧
調
査
報
告
∨

二
〇
〇
二
年
十
一
月
二
十
三
日（
土
）

午
後
七
時
過
ぎ
、
函
館
夜
景
見
学
を
終

え
た
東
京
理
科
大
学
学
生
と
引
率
の
教

員
・
事
務
職
員（
以
後
、
引
率
と
略
記
）

あ
わ
せ
て
百
三
十
八
名
は
、
三
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

の
帰
路
に
つ
い
て
い
た
。
バ
ス
三
台

は
、
国
道
５
号
線
を
、
１
号
車
を
先
頭

に
連
な
っ
て
走
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
、

小
雨
は
降
っ
て
い
た
が
、
運
転
を
難
し

生
の
頭
上
を
飛
び
何
列
も
前
の
座
席
の

学
生
の
上
に
乗
り
上
げ
た
者
な
ど
、
大

き
く
前
に
飛
ば
さ
れ
る
者
が
続
出
し

た
。
学
生
の
多
く
は
気
を
失
っ
た
。
１

号
車
は
、
最
終
的
に
函
館
本
線
の
レ
ー

ル
を
ま
た
ぐ
位
置
に
本
来
の
姿
勢
で
鎮

座
し
た
。
そ
し
て
、
静
寂
と
暗
闇
が
辺

り
を
包
ん
だ
。
実
際
に
は
、
１
号
車
の

エ
ン
ジ
ン
音
が
辺
り
に
鳴
り
響
い
て
い

た
の
だ
が
、
そ
の
と
き
意
識
を
失
っ
て

い
な
か
っ
た
あ
る
学
生
は
、
そ
こ
に
は

異
様
な
静
寂
が
あ
っ
た
と
後
日
述
べ
て

い
る
。
軽
傷
学
生
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
意
識

を
取
り
戻
し
た
。
多
く
の
学
生
は
身
に

降
り
か
か
っ
た
突
然
の
事
故
に
呆
然
と

し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
跨
線
橋
の
上
で
は
、
こ
の

信
じ
ら
れ
な
い
出
来
事
に
騒
然
と
な
っ

て
い
た
。
２
号
車
、
３
号
車
は
跨
線
橋

上
の
路
肩
に
停
車
し
、
両
車
両
の
引
率

と
バ
ス
運
転
手
は
１
号
車
が
突
き
破
っ

た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
走
っ

た
。
そ
こ
か
ら
は
、
転
落
し
た
１
号
車

が
下
方
の
暗
闇
の
中
に
ボ
ー
と
浮
き
出

今
秋
、新
校
舎
で
第
19
回
薬
学
講
座 

今
秋
、新
校
舎
で
第
19
回
薬
学
講
座 

◇
…
ゲ
ノ
ム
創
薬
と
神
経
科
学
を
テ
ー
マ
に 

ジャズ研ライブにご招待 ジャズ研ライブにご招待 
『神楽坂まちの手帖』編集長　平松　南 

寄 稿 

ジ
ャ
ズ
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
、

特
に
女
性
フ
ァ
ン
が
増
え
て
き

た
の
は
、
オ
ヤ
ジ
ジ
ャ
ズ
愛
好

家
と
し
て
は
、
と
て
も
嬉
し

い
。
江
戸
情
緒
の
残
る
粋
な
ま

ち
神
楽
坂
に
も
、
そ
の
ブ
ー
ム

は
静
か
に
来
て
い
る
よ
う
だ
。

毘
沙
門
裏
に
赤
坂
か
ら
ラ
イ
ブ

レ
ス
ト
ラ
ン
が
引
っ
越
し
て
き

た
し
、
神
楽
坂
下
で
は
、
地
下

鉄
飯
田
橋
駅
Ｂ
３
出
口
と
な
り

の
ド
ト
ー
ル
飯
田
橋
神
楽
坂
店

３
Ｆ
を
貸
し
切
っ
て
、
東
京
理

科
大
学
ジ
ャ
ズ
研
究
会
が
、
今

年
五
月
か
ら
毎
月
一
回
第
二
土

曜
日
の
夕
方
に
定
期
コ
ン
サ
ー

ト
を
始
め
た
。
四
月
二
十
五
日

に
創
刊
さ
れ
た
季
刊
地
域
総
合

誌
『
神
楽
坂
ま
ち
の
手
帖
』
が

主
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ

る
。
神
楽
坂
を
そ
ぞ
ろ
歩
い
て

降
り
て
く
る
と
、
美
し
い
旋
律

が
流
れ
て
来
る
。
都
心
な
ら
で

は
の
光
景
で
あ
る
。

東
京
理
科
大
学
は
、
神
楽
坂

に
来
て
九
十
七
年
に
な
る
。
そ

れ
か
ら
す
る
と
、
理
科
大
ジ
ャ

ズ
研
の
歴
史
は
、
祖
父
と
孫
く

ら
い
の
差
が
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
一
九
六
七
年
か
ら
三
十
六
年

の
歴
史
を
誇
っ
て
い
る
の
は
大

し
た
物
で
あ
る
。
一
九
六
七
年

と
い
え
ば
、
筆
者
の
二
十
歳

代
。
世
の
中
、
学
生
運
動
に
荒

れ
、
こ
こ
神
楽
坂
も
学
生
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
姿
が
目
立
っ
て
い
た

が
、
そ
う
し
た
中
で
淡
々
と
ジ

ャ
ズ
に
明
け
暮
れ
て
い
た
学
生

が
い
た
の
も
面
白
い
。
あ
の
こ

ろ
は
、
コ
ル
ト
レ
ー
ン
や
ド
ル

フ
ィ
ー
、
ア
イ
ラ
ー
な
ど
激
情

の
ジ
ャ
ズ
が
流
行
だ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
余
談
だ
が
、
神
楽
坂

に
も
そ
の
こ
ろ
の
雰
囲
気
を
残

す
ジ
ャ
ズ
の
店
が
あ
る
。
坂
上

大
久
保
通
り
に
あ
る
「
コ
ル
ト

レ
ー
ン
タ
イ
ム
」
は
、
六
〇
年

代
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。

さ
て
、
理
科
大
ジ
ャ
ズ
研
メ

ン
バ
ー
は
、
テ
ナ
ー
の
石
川
陽

平
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
ギ
タ
ー
金

元
誠
、
ベ
ー
ス
都
築
陽
一
、
ド

ラ
ム
ス
北
澤
誠
の
カ
ル
テ
ッ

ト
。
息
の
合
っ
た
演
奏
を
展
開

し
て
い
る
の
で
、
ジ
ャ
ズ
フ
ァ

ン
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
「
ド
ト
ー

ル
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

覗
い
て
下
さ
い
。
決
し
て
損
は

し
な
い
と
お
も
い
ま
す
。

▽
日
時

毎
月
第
二
土
曜
日

17
：
30
〜
18
：
30

▽
入
場
無
料
（
た
だ
し
ド
リ
ン

ク
一
品
と
っ
て
く
だ
さ
い
）

▽
会
場

ド
ト
ー
ル
飯
田
橋
神

楽
坂
店
３
Ｆ

▽
主
催

地
域
誌
『
神
楽
坂
ま

ち
の
手
帖
』

▽
問
い
合
わ
せ

０
３
・
３
５

１
３
・
５
６
７
０
け
や
き
舎

本学薬学部は４月に野田キャンパスに移転し、新しい
校舎で教育・研究が始まっています。19回目となった薬
学講座も心機一転、新校舎の500名収容可能の大講堂で
の開催に加えて、卒業生・大学院生・教職員・近隣地域
の市民の皆様に科学の新しい流れを感じて戴けるような
内容を企画しました。前半では解読が完了したヒトゲノ
ム情報を基に科学そして医療がどう変わっていくのかに
ついて、後半は、近年最も進展が急であると考えられる
脳・神経科学の最新の研究成果について、基礎と治療へ
の応用の両面から分かりやすくお話しする予定です。
多数の来場をお待ちしています。
◎日　時：10月11日（土）13時～18時（12時30分 受付開始）
◎会　場：東京理科大学薬学部（野田校舎13号館）1311教

室
◎演　題：１．ゲノム創薬１「ゲノム創薬の基礎と展

望」：東京理科大学薬学部創薬ゲノム科学
研究室・増保安彦教授
２．ゲノム創薬２「ヒトゲノム情報に基づく
創薬」：山之内製薬㈱創薬研究本部分子医
学研究所・古市喜義所長
３．神経科学の最前線１「シナプス形成に関
与する分子機構」：群馬大学大学院医学系
研究科脳神経発達統御学講座・関野祐子助
教授
４．神経科学の最前線２「痴呆研究と治療の
現状」：東京大学大学院薬学系研究科薬品
作用学教室・松木則夫教授

◎参加費：2,000円（本学大学院生および学部生は無料）
＊主催：東京理科大学薬学部／共催：同薬学部同窓会・
日本薬剤師研修センター（研修認定対象研修会）
＊問い合わせ先：東京理科大学薬学講座実施委員会

TEL04-7124-1501 内線6405／Email：yakugaku@admin.tus.ac.jp

熱演するジャズ研メンバーと聴衆

多
く
の
教
訓
を
今
後
に 
多
く
の
教
訓
を
今
後
に 

長
万
部
研
修
バ
ス
事
故
　

総
括 

基
礎
工
学
部
長
万
部
教
養
部
長 

　

恩
田
　
邦
藏 

長
万
部
研
修
バ
ス
事
故
　

調
査
報
告 

恩田邦藏教授
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鈴木正人氏（壇上）の講演に耳を傾ける学生たち

寄贈した日時計の前で澤路さん と重倉学長 、
後藤事務部長 ＝写真下はその日時計のアップ

山
口
東
京
理
科
大
学 
山
口
東
京
理
科
大
学 

NewsNews
〒756-0884

山
口
県
小
野
田
市
大
学
通
一
ー
一
ー
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�
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６
・
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８
・
３
５
０
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代
表
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w
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諏
訪
東
京
理
科
大
学 

諏
訪
東
京
理
科
大
学 

NewsNews
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
平
五
〇
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〇
ー
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６
・
７
３
・
１
２
０
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代
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キャンパスに日時計 キャンパスに日時計 
大先輩の澤路雅夫氏が自作を寄贈 

学
生
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に

科
学
へ
の
関
心
を
深
め
て
ほ
し

い
と
、
長
野
県
上
田
市
在
住
の

東
京
物
理
学
校
卒
業
生
・
澤
路

雅
夫
氏
が
、
自
身
で
設
計
し
た

「
傾
斜
型
・
季
節
日
時
計
」
を

本
学
に
寄
贈
し
た
。

五
月
二
日（
金
）に
、
本
学
重

倉
祐
光
学
長
が
立
会
い
、
石
造

の
日
時
計
を
五
号
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
西
側
に
設
置
。
大
勢
の
人

の
目
に
触
れ
る
よ
う
、
校
舎
間

の
移
動
に
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る

ス
テ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
に
近
く
、
ま

た
市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
す

る
茅
野
市
情
報
プ
ラ
ザ
入
口
に

近
い
こ
の
場
所
へ
設
置
を
決
め

た
。

澤
路
氏
は
、
昭
和
十
七
年
九

月
東
京
物
理
学
校
理
化
学
部
を

卒
業
。
現
在
は
、
信
州
大
学
名

誉
教
授
を
務
め
る
傍
ら
、
趣
味

と
し
て
自
宅
で
も
傾
斜
型
や
円

筒
型
、
多
面
型
と
い
っ
た
日
時

計
ソ
フ
ト
を
作
っ
て
い
る
。

「
子
供
で
も
時
計
を
持
つ
昨
今

だ
が
、
日
時
計
を
と
お
し
て

『
太
陽
か
ら
の
贈
り
物
』
に
直

に
触
れ
、
科
学
へ
の
関
心
を
深

め
て
ほ
し
い
」
と
、
澤
路
氏
は

語
っ
て
い
る
。

季
節
日
時
計
は
、
時
刻
だ
け

で
な
く
、
春
分
、
夏
至
等
二
十

四
節
気
も
読
み
取
れ
る
特
殊
な

日
時
計
で
、
時
刻
を
読
み
取
る

に
は
、
指
標
の
影
の
先
端
が
指

す
盤
面
を
見
て
本
学
用
の
補
正

表
に
沿
っ
て
補
正
し
て
現
在
の

時
刻
を
割
り
出

す
。日

時
計
を
目

に
す
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、

本
学
の
学
生
を

は
じ
め
青
少
年

達
が
「
自
分
で

作
る
こ
と
」
や

「
日
常
の
中
の

科
学
」に
関
心
を

持
つ
こ
と
を
希

望
す
る
。

五
月
三
十
日（
金
）、
本
学
ク

ラ
ブ
部
長
会
主
催
に
よ
る
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
＝
写

真
。
こ
の
大
会
は
、
新
入
生
と

在
学
生
の
交
流
を
図
る
た
め
毎

年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
お

り
、参
加
者
は
一
、二
年
生
合
わ

せ
て
五
百
人
程
で
あ
っ
た
。
開

会
式
に
は
重
倉
学
長
も
ジ
ャ
ー

ジ
姿
で
参
加
。
学
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
テ
ニ

五
月
二
十
八
日（
水
）、
学
生

部
と
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
諏
訪

分
室
の
共
催
で
「
学
生
の
た
め

の
料
理
教
室
」
が
開
催
さ
れ

た
＝
写
真
。
本
学
で
は
約
六
割

の
学
生
が
ア
パ
ー
ト
で
生
活
し

て
い
る
が
、
親
元
を
離
れ
初
め

て
一
人
暮
ら
し
を
経
験
す
る
学

生
に
と
っ
て
自
炊
は
何
か
と
面

倒
な
も
の
。
そ
こ
で
手
軽
で
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
紹
介
し
、
健
康
を
考
え
た

自
炊
を
…
と
、
料
理
講
習
会
を

企
画
し
た
。

今
回
は
「
豚
肉
の
生
姜
焼
き
」

を
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
「
ひ

じ
き
と
ニ
ン
ジ
ン
の
き
ん
ぴ

ら
」「
フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

と
多
彩
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
り

栄
養
満
点
、
し
か
も
手
軽
な
メ

ニ
ュ
ー
。
学
生
の
参
加
者
は
四

人
と
少
な
か
っ
た
が
、
そ
の
分

て
い
ね
い
な
講
習
会
と
な
っ

た
。保

健
管
理
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
手
取
り
足
取
り
の
指
導
で

お
い
し
い
生
姜
焼
き
が
完
成
。

教
職
員
も
参
加
し
て
試
食
と
な

っ
た
が
、
教
員
か
ら
「
お
い
し

い
！
」
と
の
声
。
参
加
学
生
か

ら
も
「
次
回
は
違
う
メ
ニ
ュ
ー

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
好

評
だ
っ
た
。

ス
、
サ
ッ
カ
ー
の
各
種
目
に
分

か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

台
風
接
近
で
心
配
さ
れ
た

が
、
風
は
強
か
っ
た
も
の
の
好

天
に
恵
ま
れ
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ

ニ
ス
に
参
加
し
た
学
生
は
一
様

に
日
焼
け
し
た
顔
で
元
気
に
プ

レ
ー
し
た
。

これで自炊もバッチリ！ 
できたぞ…学生料理教室 

5種目に500人が競う！ 
好
天
下
、ス
ポ
ー
ツ
大
会 

六
月
十
二
日（
木
）に
「
今
年

の
経
済
と
就
職
環
境
」
と
題
し
、

社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合

会
（
略
称
：
日
本
経
団
連
）
国

民
生
活
本
部
長
の
鈴
木
正
人
氏

に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
本
学
の
授
業
で
あ

る
”職
業
教
育
“
の
就
職
対
策

講
座
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
当
日
は
約
二
百
五

十
人
の
出
席
が
あ
り
、
在
学
生

の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
方
も
多

数
来
校
さ
れ
た
。

講
演
会
で
は
、
現
在
の
厳
し

い
就
職
環
境
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
推
進
、
フ
リ
ー
タ
ー

の
問
題
に
至
る
ま
で
幅
広
い
ト

ピ
ッ
ク
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

受
講
者
は
皆
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。
講
演
後
の
質
疑
応

答
で
は
、
就
職
を
間
近
に
控
え

た
二
、
三
年
生
か
ら
活
発
な
質

問
が
相
次
ぎ
、
盛
況
の
う
ち
、

講
演
会
は
無
事
終
了
し
た
。

本
学
就
職
課
で
は
、
就
職
に

関
す
る
相
談
、
質
問
を
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

熱戦527人！スポーツ大会 熱戦527人！スポーツ大会 

５月29日（木）に平成15年度
のスポーツ大会が開催され
た＝写真。これは毎年、学生、
教職員が全員参加し、研究室
単位のチームに編成して行わ
れるもので、今年は、527人

が参加。ティーボール、ドッ
ジボール、綱引きの３種目で
熱戦が繰り広げられた。
総合優勝は木付研究室チー
ム。学生部長から優勝カップ
が手渡された。

屋
内
禁
煙 

屋
内
禁
煙 

評
判
上
々 ！ 

健
康
増
進
対
策 

五
月
六
日
か
ら
、
山
口
東
京

理
科
大
学
に
お
け
る
喫
煙
場
所

が
変
更
さ
れ
、
原
則
と
し
て
建

物
の
中
で
は
禁
煙
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
五
月
一
日
の
「
健
康
増

進
法
」
施
行
等
の
社
会
情
勢
や
、

喫
煙
が
健
康
に
及
ぼ
す
悪
影
響

を
踏
ま
え
、
大
学
と
し
て
も
本

格
的
な
対
策
に
乗
り
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
屋
内
に
設
置
さ
れ

て
い
た
灰
皿
は
全
て
屋
外
へ
移

設
さ
れ
、
食
堂
や
談
話
室
等
の

厚
生
施
設
を
含
め
禁
煙
と
す
る

措
置
が
と
ら
れ
た
。
ス
タ
ー
ト

か
ら
二
カ
月
余
が
経
過
し
た

が
、
学
生
・
教
職
員
の
評
判
も

上
々
の
よ
う
で
あ
る
。

本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主

催
の
「
理
数
系
教
員
の
た
め
の

講
習
会
（
物
理
）」
が
八
月
二

十
五
日（
月
）十
時
半
か
ら
本
学

で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
講
習
会

は
、
中
学
・
高
校
の
理
科
系
の

教
員
を
対
象
に
、
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
一
環
と
し
て
実
践
的
な

講
習
を
行
う
も
の
で
、
今
年
度

は
物
理
に
つ
い
て
講
演
と
実

験
・
実
習
を
行
う
。

講
演
で
は
静
岡
理
工
科
大
学

の
志
村
史
夫
教
授
が
、「
日
米

教
育
事
情
―
物
理
教
育
の
課

題
」
と
題
し
て
、
米
国
と
比
較

し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
物

理
学
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
語

る
。
志
村
教
授
は
米
国
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
の
併
任

教
授
も
務
め
て
お
り
『
い
や
で

も
物
理
が
面
白
く
な
る
』（
講

談
社
刊
）
等
の
多
く
の
著
作
に

よ
り
平
成
十
四
年
度
日
本
工
学

教
育
協
会
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。ま

た
、
実
験
・
実
習
で
は
本

学
菅
井
繁
教
授
を
チ
ー
フ
と
し

て
「
連
成
振
り
子
の
基
準
振
動

と
類
似
の
電
気
・
音
響
現
象
」

の
テ
ー
マ
で
、
力
学
・
電
気
・

波
動
と
い
っ
た
物
理
学
の
基
本

的
な
現
象
に
つ
い
て
、
実
演
し

な
が
ら
解
説
す
る
。

申
し
込
み
方
法
等
詳
細
は
本

学
庶
務
課
（
℡
〇
八
三
六
・
八

八
・
四
五
〇
四
）
ま
た
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.yam

a.tus.ac.jp/

）

ま
で
。

７
／
27（
日
）と
10
／
11（
土
）に 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

恒
例
の
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
」
が
七
月
二
十
七
日（
日
）

十
一
時
か
ら
、
本
学
で
開
催
さ

れ
る
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、
実
際
に
本
学
の
教
員
と

実
験
・
実
習
を
体
験
し
て
も
ら

う
「
先
端
技
術
体
験
学
習
」
は

じ
め
、
研
究
室
や
ク
ラ
ブ
活
動

の
紹
介
、
入
試
に
関
す
る
相
談

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
本
学
で
は

志
願
者
・
入
学
者
と
も
順
調
に

増
加
し
て
い
る
が
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
も
年
々
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、
昨
年
度
は
開
学
以

来
最
高
の
百
二
十
人
が
参
加
し

て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
は
十
月
十
一

日（
土
）に
も
開
催
す
る
。
詳
細

は
本
学
学
務
課
（
℡

〇
八
三

六
・
八
八
・
四
五
〇
五
）
。

8/25（月） 

理
数
系
教
員
の
た
め
の 

物
理
講
演
と
実
験
・
実
習 

本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主

催
の
「
学
長
講
演
会
」
が
七
月

五
日（
土
）十
三
時
か
ら
、
小
野

田
市
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ

た
。
演
題
は
「
人
工
骨
は
人
間

の
宝
」。
土
谷
敏
雄
学
長
が
、

こ
れ
ま
で
の
自
身
の
研
究
を
振

り
返
り
、
歯
や
頭
蓋
骨
な
ど
の

再
生
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
人
工
骨
の
世
界
に
つ
い

て
語
り
、
近
年
問
題
と
な
っ
て

い
る
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
の
予

防
法
な
ど
に
つ
い
て
も
講
演
し

た
。

土
谷
学
長「
人
工
骨
」の
講
演 

「
経
済
と
就
職
」に
高
い
関
心 

日
経
連
・
鈴
木
正
人
氏
の
講
演
　

盛
況 



助
教
授
に
な
っ
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

で
三
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
も
ち
ょ

う
ど
三
年
が
過
ぎ
た
。
い
ま
放
射
線
腫

瘍
学
講
座
に
所
属
し
、
放
射
線
に
よ
る

治
療
効
果
を
い
か
に
高
め
る
か
に
取
り

組
む
。
効
果
的
に
が
ん
細
胞
を
殺
し
つ

つ
、
正
常
細
胞
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小

限
に
す
る
方
法
を
、
細
胞
生
物
学
、
分

子
生
物
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
使
い
研
究

し
て
い
る
。
臨
床
系
の
講
座
な
の
で
、

実
際
に
患
者
を
治
療
し
て
い
る
医
師
た

ち
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
特
別
仕

立
て
の
医
療
を
供
給
で
き
る
か
も
重
要

な
研
究
課
題
だ
と
い
う
。

科
学
へ
の
漠
然
と
し
た
想
い
を
も
っ

て
い
た
少
年
時
代
、
祖
母
が
が
ん
で
死

ん
だ
こ
と
が
、
医
学
研
究
に
興
味
を
も

つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

大
学
受
験
で
医
学
部
か
薬
学
部
か
、

と
考
え
る
中
、
化
学
発
が
ん
物
質
や
抗
が

ん
剤
に
つ
い
て
書
か
れ
た
岩
波
新
書
な

ど
を
読
ん
で
、
急
速
に
薬
学
部
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た
。
人
の
死
に
慣
れ
た
く

な
い
、
と
い
う
ナ
イ
ー
ブ
な
動
機
も
あ
っ

た
。
理
科
大
を
選
ん
だ
の
は
学

費
が
最
も
安
く
、
学
生
の
質
も

高
い
と
判
断
し
た
か
ら
だ
っ
た
。

最
初
か
ら
研
究
職
を
め
ざ

し
、
大
学
院
（
修
士
課
程
）
で

は
毒
性
微
生
物
化
学
研
究
室
で

上
野
芳
夫
教
授
・
田
代
文
夫
講

師
（
当
時
）
の
も
と
、
ア
フ
ラ

ト
キ
シ
ン
Ｂ
１
の
肝
臓
毒
性
を

研
究
し
た
。
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン

は
穀
物
に
生
え
る
カ
ビ
が
産
生
す
る
毒

素
で
、
特
に
開
発
途
上
国
で
は
肝
が
ん

の
主
要
な
原
因
物
質
。
こ
の
汚
染
穀
物

を
食
べ
る
と
、
毒
素
が
体
内
に
入
り
、

肝
臓
で
代
謝
さ
れ
て
細
胞
内
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
特
異
的
に
修
飾
す
る
。

「
私
の
研
究
は
代
謝
さ
れ
て
活
性
化

さ
れ
た
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
が
細
胞
内
の

重
要
な
タ
ン
パ
ク
質
、
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル

モ
ン
受
容
体
も
修
飾
し
、
そ
の
毒
性
の

発
現
に
寄
与
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
」

留
学
は
博
士
課
程
の
指
導
教
官
で
あ

っ
た
名
取
俊
二
教
授
（
東
大
薬
学
部
、

微
生
物
薬
品
化
学
＝
当
時
）
か
ら
「
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
か
ら
ポ
ス
ド
ク
の
依

頼
が
あ
っ
た
、
給
料
は
出
る
そ
う
だ
」

と
い
わ
れ
て
即
座
に
決
め
た
。
渡
米
し

て
戸
惑
っ
た
の
は
実
験
台
の
高
さ
。
日

本
で
は
ほ
と
ん
ど
気
に
し
な
い
身
の
安

全
に
気
を
配
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
な
っ
た
。
い
ま
だ

に
慣
れ
な
い
の
が
、
量
が
多
く
油
っ
こ

く
、
味
付
け
も
良
く
な
い
食
事
だ
。

現
在
、
臨
床
系
の
教
授
達
と
も
共
同

研
究
を
通
じ
て
交
流
が
広
ま
り

つ
つ
あ
る
。
今
後
は
が
ん
細
胞

の
放
射
線
に
対
す
る
応
答
の
分

子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
基
礎
研
究
を

進
め
、
そ
の
成
果
を
放
射
線
治

療
の
実
際
に
役
立
て
た
い
と
語

る
。
東
京
に
本
社
を
置
く
バ
イ

オ
ベ
ッ
ト
株
式
会
社
の
取
締
役

で
も
あ
る
。
信
子
夫
人
と
の
間

に
一
男
一
女
が
い
る
。
　
（
Ｋ
）

がん治療の研究を進める 
ワシントン大学医学部助教授 掘越　信夫さん 
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ま
る
。
人
が
ヒ
ナ
に
近
づ
く
と

親
鳥
が
威
嚇
し
て
き
て
、
必
死

で
ヒ
ナ
を
守
っ
て
い
る
の
が
伝
わ

っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
残
念

な
こ
と
に
こ
の
ヒ
ナ
が
六
月
末

頃
何
も
の
か
に
襲
わ
れ
て
し
ま

い
、
そ
の
愛
く
る
し
い
姿
が
見

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
東
屋

あ
ず
ま
や

も
設
置
さ
れ
、
学

生
た
ち
が
歓
談
し
て
い
る
姿
が

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
か
た
わ

ら
に
、
藤
が
優
し
い
葉
陰
を
広

げ
て
、
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
と
と

も
に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

「
東
京
理
科
大
学
報
」に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
今
後
の
紙
面
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　【
宛
先
】
〒
162- 
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課 

　【
電
話
／FAX

】03 -5228 -8107

／03 -3260 -5823 

　【E-m
ail

】koho@
adm
in.tus.ac.jp

★略歴 1961年３月生まれ、埼玉県出身。東
京理科大薬学部薬学科卒、86年に同薬学研究
科修士課程、89年東大薬学部生命薬学科博士
課程を修了。渡米し、Wistar研究所（フィラ
デルフィア）博士研究員、プリンストン大学
分子生物学部博士研究員を経て、97年にハー
バード大学医学部助教授。2000年からワシン
トン大学（セントルイス）医学部助教授。

入試センター 入試センター 東　　京 
理科大学 ＯＰＥＮ！ 

受験生は入試センターにアクセス 

2003年春、東京理科大学神楽坂キャンパスに、受験生の
入試に関する様々な質問や紹介に、最新の設備でより一
層わかりやすくお答えできる「入試センター」がオープン
しました。どうぞ気軽にお立ち寄りください！ 

◇開館時間　平日9：00～19：00　土曜10：00～16：00 
※夏期（8/1～8/8、8/21～9/12）のみ平日は9：00～17：00まで 
　8/9～8/20は休館 

＜お問い合わせ＞ TEL 03-5228-8092　FAX 03-5228-8093 
〒162-8601 新宿区神楽坂1-3　東京理科大学入試センター 

－2003年夏、オープンキャンパスで最先端を〝もの〟にする－ 

8月8日（金） 
【神楽坂キャンパス】 

11：00～16：30 
入退場自由 

8月7日（木） 
【野田キャンパス】 

10：00～16：30 
入退場自由 

7月12日（土） 
【久喜キャンパス】 

14：00～18：00 
入退場自由 

●模擬実験／模擬講義／公開実習 

●入試概要説明／進路状況説明 

●資料・入試問題配布 

●個別進学相談 

●研究室見学 

●平成15年度入学試験問題解説 

【お問い合わせ】 
＜神楽坂キャンパス（入試センター）＞ 

電話　03-5228-8092（直）　FAX　03-5228-8093 

＜野田キャンパス（庶務課）＞ 
電話　04-7124-1501（代） 

＜久喜キャンパス（久喜校舎事務部学務係）＞ 
電話　0480-21-7600（代） 

内　　容 

夏休み期間中（８/１～９/１２） 
窓口事務の取り扱い時間 
取り扱い日：８/１（金）～８/８（金）、 
８/２１（木）～９/１２（金）。土曜・日曜を 
除く。９/１６（火）から平常通り。 

注：１２：００～１３：００を除く。 

理 学 事 務 課  
工 学 事 務 課  
第 二 部 事 務 課  
学 生 課  
経 理 課  
就 職 一 課  

保健管理センター 
 
総合情報システム部 
入 試 センター  
（入試課・広報課） 

薬 学 事 務 課  
理 工 学 事 務 課  
基礎工学事務課 
学 生 課  
庶 務 課  
就 職 二 課  
総合情報システム部 

１０：００～１５：００ 

１５：００～１８：３０ 

１０：００～１５：００ 
９：００～１９：００ 

９：００～１９：００ 

９：００～１７：００ 
土曜１０：００～１６：００ 

月・水・金　９：００～１８：００ 
火・木　  ９：００～１５：００ 

９：００～１６：００ 

１０：００～１５：００ 

１０：００～１６：００ 
８：３０～１７：００ 
９：００～１６：００ 

校舎 事　務 取り扱い時間 

神
　
楽
　
坂 

野
　
　
　
田 

長 万 部 校 舎  
久 喜 校 舎  

■　８・９月の図書館　開館・休館日時　案内　■ 
８　　月 

休館日 休館日 開館日 開館日 

神楽坂図書館 

野田図書館 

久喜図書館 

１日（月）～２２日（月）９:００～１８:４５ 
２４日（水）～平常通り［９:００～２１:３０］ 土曜・日曜・祝日 
１日（月）～２２日（月）９:００～１７:００ 
２４日（水）～平常通り［９:００～１９:００］ 

１日（月）～２２日（月）９:００～１７:００ 
２４日（水）～平常通り［９:００～２０:００］ 

ただし２７日（土）は 
開館［９:００～１７:００］ 

９:００～１８:４５ 

９:００～１７:００ 

９:００～１７:００ 

土曜・日曜 

１１日（月）～ 
２０日（水） 

９　　月 

月曜～金曜日 

月曜～金曜日 

月曜～金曜日 

楽
し
み
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

練
習
や
試
合
の
合
間
に
テ
ニ
ス

仲
間
の
憩
い
の
場
所
に
な
る
だ

ろ
う
。

ま
た
、
藤
棚
と
並
ん
で
神
栄

新
・
憩
い
の
場
　

藤
棚
と
東
屋 

久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
わ
き
に
藤
棚
が
で
き

た
＝
写
真
。
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
ク
レ
イ
コ
ー
ト
と
ハ
ー
ド

コ
ー
ト
が
あ
り
、
授
業
や
部
活

動
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
久
喜

関
係
者
だ
け
で
な
く
、
二
部
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
も
定
期
的
に

利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
た

び
二
部
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
現

役
・
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か
ら
立
派
な

藤
棚
が
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
ま

だ
棚
を
覆
う
ほ
ど
枝
葉
は
茂
っ

て
い
な
い
が
、
来
春
の
開
花
が

き
な
鯰

な
ま
ず

や
鯉
が
泳
い
で
い
る
。

池
の
一
つ
に
、
こ
の
森
と
池
が

気
に
入
り
シ
ベ
リ
ア
に
帰
る
こ

と
を
忘
れ
た
？
四
羽
の
白
鳥
が

放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
白
鳥
が
、
こ
の
春
九
個
の
卵

を
産
み
、
五
月
十
七
日
か
ら
十

八
日
に
か
け
て
六
羽
が
孵
化
し

た
。
そ
の
内
五
羽
が
元
気
に
育

ち
、
愛
嬌
を
振
り
ま
い
て
い

た
＝
写
真
。
白
鳥
に
餌
を
与
え

る
と
、
鯉
も
寄
っ
て
き
て
ヒ
ナ

と
鯉
と
の
間
で
奪
い
合
い
が
始

か
け
て
多
く
の
野
鳥
が
飛
来
し

て
巣
づ
く
り
し
、
巣
立
っ
て
い

く
。
鶯
、
カ
ッ
コ
ー
や
キ
ジ
な

ど
の
声
が
響
き
渡
り
、
学
生
や

周
辺
住
民
に
と
っ
て
格
好
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
自
然
公
園
に
は
五
つ
の

池
が
点
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
鴨
も
水
遊
び
を
し
、
亀
が

日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
て
、
大

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
自

然
林
の
雑
木
林
と
豊
か
な
水
に

抱
か
れ
た
記
念
自
然
公
園
が
あ

る
。
こ
の
自
然
公
園
で
は
、
一

周
三
十
〜
四
十
分
程
の
コ
ー
ス

を
、
綺
麗
な
空
気
を
吸
い
な
が

ら
散
策
を
楽
し
め
る
。
森
の
中

は
静
寂
に
満
ち
、
春
か
ら
夏
に

白
鳥
の
ヒ
ナ
５
羽
あ
わ
れ
… 

神楽坂キャンパス 

外堀通り 

神
楽
坂
通
り 

双
葉
ビ
ル 

神楽坂下 
交差点 

近代科学 
資料館 

若宮 

１号館 

６号館 

８号館 

２号館 ３号館 

７号館 

研究社 
ビル 

９号館 

総務課 

庶務課 

入試センター 
（入試課・広報課） 

周年記念事業事務室 

生涯学習課 

経理課募金室 

庶務課国際交流室 

企画調査課 

人事課 

研究協力一課 

科学技術交流センター・事務課 

学務課 

事務室 移転先 

研究社ビル３階 

双葉ビル１階 

双葉ビル２階 

近代科学資料館２階 

１号館１１階 

１号館１階 

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
　

事
務
室
移
転
の
お
知
ら
せ 

◇
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
で
事
務
室
の
移
転
が
あ
り
ま
し
た
。 

久
　
　
喜

野
　
　
田

﹇
お
詫
び
﹈
４
月
25
日
付
学
報

（
148
号
）６
面
、
山
口
東
京
理
科
大

学
ニ
ュ
ー
ス
「
物
質
・
環
境
工
学

科
か
ら
」
で
「
井
口
和
雄
君
が
日

本
化
学
会
中
国
四
国
支
部
・
支
部

長
賞
を
受
賞
」
と
あ
っ
た
の
は

「
江
口
和
輝
君
が
…
受
賞
」
の
誤
り

で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


